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剣
博
物
館
の
設
計
を
担
当
し
た
株
式

会
社
槇
総
合
計
画
事
務
所
の
代
表
取

締
役
・
槇
文
彦
氏
が
、
新
刀
剣
博
物

館
の
コ
ン
セ
プ
ト
な
ど
も
織
り
交
ぜ

て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
各
界
か
ら
の
多
数
の
祝

電
が
披
露
さ
れ
た

後
、
閉
式
の
辞
を

志
塚
徳
行
常
務
理

事
が
述
べ
、
新
築

落
成
記
念
式
典
は

つ
つ
が
な
く
終
了

し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、

同
会
場
に
て
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

評
議
員
長
の
森

政
雄
氏
が
開
会
を

宣
言
し
た
後
、
高

村
正
彦
顧
問
の
ご

発
声
で
乾
杯
。
豪

華
な
和
洋
の
料
理

と
お
酒
が
振
る

舞
わ
れ
、
祝
賀
パ

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
女
王
殿
下

に
は
落
成
間
も
な
い
刀
剣
博
物
館
を

ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昼
過
ぎ
か
ら
は
会
場
を

第
一
ホ
テ
ル
両
国
「
清
澄
の
間
」
に

移
し
、
新
刀
剣
博
物
館
の
新
築
落
成

記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
は
、
引
き
続
き
彬
子
女
王
殿

下
の
ご
臨
席
の
中
、
日
刀
保
名
誉
顧

問
で
あ
る
徳
川
家
宗
主
徳
川
恒
孝
氏

と
第
七
十
九
代
内
閣
総
理
大
臣
細
川

護
熙
氏
が
登
壇
さ
れ
、
日
刀
保
各
支

部
の
支
部
長
や
招
待
者
の
方
々
も
加

わ
り
開
式
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
式
の
辞
が
柴
原
勤
専
務
理
事
か

ら
あ
り
、
続
い
て
酒
井
会
長
が
日
刀

保
を
代
表
し
て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

彬
子
女
王
殿
下
か
ら
は
刀
剣
に
つ

い
て
の
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
来
賓
を
代
表
し
て
徳
川

恒
孝
氏
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
新
刀

（
酒
井
忠
久
会
長
、
以
下「
日
刀
保
」）

に
よ
る
新
刀
剣
博
物
館
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
新
築
落
成
記
念

式
典
・
祝
賀
会

が
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
紙
特
派

と
し
て
取
材
し

て
き
ま
し
た
の

で
、
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

当
日
は
彬あ

き

子こ

女
王
殿
下
が
ご

来
臨
さ
れ
ま
し

た
。
日
刀
保
の

役
員
ら
が
お
迎

え
す
る
中
、
午

前
十
時
三
十

分
、
女
王
殿
下

が
お
着
き
に
な

り
、
刀
剣
博
物

館
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
に
て
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
式
が

　

去
る
一
月
十
八
日
、
天
候
に
も
恵

ま
れ
て
穏
や
か
な
日
和
の
中
、
公
益

財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

ー
テ
ィ
ー
が
ス
タ
ー
ト
。
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
愛
刀
家
・
刀
職
者
・
刀
剣

商
・
都
道
府
県
支
部
役
員
・
博
物
館

関
係
者
ら
が
杯
を
交
わ
し
、
刀
の
将

来
を
願
い
、
親
交
を
深
め
る
素
晴
ら

し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

歓
談
の
間
に
は
墨
田
区
の
伝
統
芸

能
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
披
露
さ
れ
、

宴
も
た
け
な
わ
の
こ
ろ
、
山
本
亨
墨

田
区
長
か
ら
中
締
め
の
ご
挨
拶
を
頂

き
、
以
上
を
も
っ
て
十
四
時
三
十
分
、

祝
賀
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
終
了
後
は
、
ご
参
会
の
多

く
が
、
オ
ー
プ
ン
を
翌
日
に
控
え
た

新
刀
剣
博
物
館
の
内
覧
に
参
加
さ
れ

た
よ
う
で
す
。

　

館
内
の
窓
か
ら
は
緑
豊
か
な
日
本

庭
園
が
見
え
、
一
階
に
は
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
・
展
示
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
二
階
に
は
日
本
刀
の
審
査
や
展

示
の
企
画
を
行
う
総
務
部
・
学
芸
部

の
各
室
、
三
階
に
は
刀
の
展
示
室
と

屋
上
庭
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

展
示
室
で
は
「
現
代
刀
職
展
―
今

に
伝
わ
る
い
に
し
え
の
技
」
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
刀
剣
博
物
館

の
展
示
室
と
比
べ
る
と
天
井
も
高
く

広
々
と
し
て
、
最
新
の
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
技
術
に
よ
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
展

示
さ
れ
て
い
る
刀
を
よ
り
引
き
立
て

て
見
せ
る
設
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
刀
剣
博
物
館
は
墨
田
区
両
国
の

旧
安
田
庭
園
の
一
角
に
あ
り
、
両
国

国
技
館
や
江
戸
東
京
博
物
館
、
す
み

だ
北
斎
美
術
館
な
ど
に
も
近
隣
す
る

好
立
地
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
国
内

は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も
多
く
の
日

本
刀
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
日
本
刀
の
殿

堂
と
し
て
、
日
本
刀
の
素
晴
ら
し
さ

を
世
界
に
発
信
す
る
一
大
拠
点
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

（
生
野 

正
） 和やかな祝賀会風景

待
望
の
新
刀
剣
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン

�

彬
子
女
王
殿
下
、徳
川･
細
川
両
名
誉
顧
問
ら
を
迎
え
記
念
式
典
を
開
催

記念式典で挨拶する酒井会長。右は来賓の彬子女王殿下、細川・槇・徳川の各氏

彬子女王殿下のテープカットで新刀剣博物館がスタート
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全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
で
は
、
一

昨
年
五
月
十
七
日
の
第
二
十
九
回
通
常

総
会
に
お
い
て
、
新
た
に
資
格
認
定
事

業（
刀
剣
評
価
鑑
定
士
）を
開
始
す
る
こ

と
を
満
場
一
致
で
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

　

わ
が
組
合
は
、
定
款
第
一
条
に
「
組

合
員
の
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
、

組
合
員
の
た
め
に
必
要
な
共
同
事
業
を

行
い
、
も
っ
て
組
合
員
の
自
主
的
な
経

済
活
動
を
推
進
し
、
か
つ
、
そ
の
経
済

的
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
」
を
目
的

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
ま
さ
し

く
そ
れ
に
合
致
し
、
さ
ら
に
刀
剣
商
の

社
会
的
信
用
と
地
位
の
向
上
を
図
り
、

刀
剣
の
普
及
と
発
展
に
寄
与
し
て
い
く

も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
本
資
格
は
、
刀
剣
の
売
買

に
携
わ
る
者
に
不
可
欠
な
知
識
・
技
能

を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
錬
成
を
図
り
つ

つ
、
刀
剣
の
評
価
・
鑑
定
に
必
要
か
つ

十
分
な
能
力
を
認
定
し
ま
す
。
そ
の
名

称
は
「
刀
剣
評
価
鑑
定
士
」
で
す
。

　

資
格
に
は
大
別
し
て
、
①
法
律
に
基

づ
き
、
国
や
国
か
ら
委
託
を
受
け
た
機

関
が
認
定
す
る
国
家
資
格
、
②
所
轄
省

庁
や
大
臣
が
認
定
し
た
審
査
基
準
に
基

づ
き
、
地
方
自
治
体
や
公
益
法
人
、
民

間
団
体
な
ど
が
試
験
を
行
い
認
定
す
る

公
的
資
格
、
③
民
間
団
体
や
企
業
が
独

自
の
審
査
基
準
を
設
け
て
認
定
す
る
民

間
資
格
、
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

中
身
に
つ
い
て
見
る
と
、
取
得
し
な

け
れ
ば
そ
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
資
格
や
、
ラ
イ
セ
ン
ス
で
は
な
い

が
社
会
的
信
用
度
や
知
名
度
の
高
い
資

格
、
さ
ら
に
は
信
頼
性
や
社
会
的
認
知

度
も
低
く
、
こ
ん
な
分
野
に
も
あ
っ
た

の
か
と
い
う
資
格
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
、

①
と
②
を
合
わ
せ
る
と
一
千
、
③
ま
で

含
め
る
と
三
千
以
上
も
あ
る
と
さ
れ
ま

す
。
現
在
の
わ
が
国
が
「
資
格
社
会
」

と
言
わ
れ
る
所ゆ

え
ん以

で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
私
た
ち
刀
剣
商
に
は
仕

事
の
裏
付
け
と
な
る
ど
ん
な
ラ
イ
セ
ン

ス
や
資
格
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
古
物
商
許
可
証
で
す
。
し

か
し
、
古
物
商
と
は
古
物
営
業

法
で
規
定
す
る
古
物
を
仕
事
と

し
て
売
買
ま
た
は
交
換
す
る
業

者
・
個
人
を
指
し
、
取
り
扱
う

品
物
の
多
様
さ
と
相
ま
っ
て
、

金
券
シ
ョ
ッ
プ
や
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
、
Ｏ
Ａ
機
器
の
レ
ン

タ
ル
店
ま
で
幅
広
く
含
み
ま

す
。
刀
剣
商
に
限
定
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

古
物
商
許
可
証
以
外
は
必
要
で

は
な
い
、必
要
な
い
か
ら
こ
そ
、

長
年
の
努
力
で
培
わ
れ
た
鑑
識

力
や
信
用
が
物
を
言
う
の
だ
―

こ
れ
も
真
理
で
す
。

　

一
方
で
、
一
千
年
の
伝
統
を

有
し
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
に

最
も
数
多
く
指
定
さ
れ
て
い
る

日
本
刀
が
、「
刀
剣
商
」
を
自

称
す
る
だ
け
で
売
買
で
き
る
の

か
と
い
う
指
摘
に
も
一
理
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
○
品
整
理
士
や
○

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
名
乗
る
人
々
を
信

用
し
、
代
々
の
家
宝
が
二
束
三
文
で
持

ち
去
ら
れ
た
例
、
価
値
を
知
ら
ず
に
家

財
道
具
と
と
も
に
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に

任
せ
て
し
ま
っ
た
例
、
刀
が
発
見
さ
れ

た
が
物
騒
に
思
っ
て
警
察
署
に
処
分
を

依
頼
し
た
例
な
ど
、後
で
聞
い
て
残
念

な
思
い
に
駆
ら
れ
る
事
例
は
枚
挙
に
暇

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
私
た
ち
刀
剣
商
の
力
不
足
、

認
知
度
の
低
さ
に
も
一
因
が
あ
る
と
率

直
に
反
省
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
は
内
閣
総

理
大
臣
に
認
可
さ
れ
、
警
察
庁
の
所
管

す
る
組
合
で
す
。
そ
の
信
頼
性
を
背
景

と
し
て
、
刀
剣
評
価
鑑
定
士
の
認
定
事

業
を
発
展
さ
せ
、
刀
剣
に
対
す
る
世
の

正
し
い
認
識
を
促
し
、
そ
の
保
存
に
資

し
て
い
き
た
い
と
も
考
え
ま
す
。

　

今
か
ら
二
十
二
年
前
の
『
全
刀
商
』

第
十
四
号
に
、
当
時
の
荒
勢
英
一
理
事

長
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　
「
組
合
が
行
う
評
価
鑑
定
は
、
定
款

に
明
記
さ
れ
て
い
る
認
可
事
業
で
あ
り

ま
す
。
実
行
す
べ
き
も
の
な
の
で
す
。

た
だ
、
当
然
な
が
ら
そ
の
方
法
論
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
あ
り
、

検
討
す
べ
き
今
後
の
課
題
で
も
あ
り
ま

し
ょ
う
」。
故
荒
勢
元
理
事
長
が
私
た

ち
に
遺
し
た
宿
題
へ
の
解
答
が
、
今
よ

う
や
く
示
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

深
海
前
理
事
長
の
下
で
発
足
し
た
刀

剣
評
価
鑑
定
士
実
行
委
員
会
は
、
二
十

数
回
の
会
議
を
経
て
、
認
定
試
験
問
題

集
や
資
格
認
定
事
業
規
約
の
作
成
作
業

を
ほ
ぼ
終
え
、
い
よ
い
よ
実
施
の
段
階

に
至
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
警
察
庁
・

文
化
庁
・
都
道
府
県
教
育
委
員
会
・
公

益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協

会
・
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興

協
会
・
一
般
社
団
法
人
甲
冑
武
具
研
究

保
存
会
・
全
日
本
刀
匠
会
・
美
術
刀
剣

研
磨
技
術
保
存
会
・
美
術
刀
剣
外
装
技

術
保
存
会
等
関
係
機
関
の
ご
指
導
を
得

つ
つ
、本
資
格
の
信
頼
性
と
認
知
度
を
高

め
て
い
く
こ
と
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
組
合
は
創
立
三
十
年
を
迎
え
ま
し

た
。
刀
剣
評
価
鑑
定
士
は
、
こ
の
先
五

年
後
、
十
年
後
を
担
う
人
々
に
と
っ
て

必
ず
や
不
可
欠
の
資
格
と
な
り
ま
す
。

こ
の
節
目
の
折
に
、
刀
剣
業
界
の
未
来

に
向
け
た
画
期
の
事
業
を
何
と
し
て
も

成
功
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
、
賛
助
会
員
の
皆

さ
ん
、
本
紙
読
者
の
皆
さ
ん
、
絶
大
な

お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
刀
剣
評
価
鑑
定
士
」認
定
事
業
の
開
始
に
当
た
っ
て

理
事
長
　
清
水 

儀
孝

「刀剣評価鑑定士」公開模擬試験のお知らせ
☆「刀剣評価鑑定士」の認定開始に先立って、公開模擬試験
と講評会を実施します。本試験の準備に向けた絶好の機会で
すので、奮ってご参加ください。
時　　日：５月17日㈭午後３時～（組合交換会終了後）
会　　場：東京美術倶楽部
定　　員：50名（定員に達し次第締め切ります）
参 加 料：無料
参加資格：組合員または賛助会員で古物商許可証を有する方
申し込み：�４月30日までに組合事務局に文書にてお申し込み

ください（FAX可）

［問１］　登録を受けた銃砲または刀剣類を移
動・運搬・保管委託する場合は、常に登録
証を付随しなければならない。○か×か。

［問２］　海外へ銃砲または刀剣類を輸出また
は持ち出す際の「古美術品輸出鑑査証明」
の有効期限は発行日からどれだけか。次の
中から正しいものを選びなさい。

　①１カ月　　②１年

［問３］　盗難または遺失の時から１年を経過
しない場合に、古物商が買い受け、または
交換した古物のうちに盗品または遺失物が
あった場合においては、その古物商が当該
盗品または遺失物を公の市場において、ま
たは同種の物を取り扱う営業者から善意で
譲り受けた場合においても、被害者または
遺失主は、古物商に対し、これを無償で回
復することを求めることができるか。次の
中から正しいものを選びなさい。

　①無償で回復できる

　②無償では回復できない

［問４］　ホームページを利用する古物の取引
についての説明で正しいのは、次のうちど
れか。

①ホームページで古物を売るだけの営業な
ら、公安委員会への届け出をしなくても
よい。

②ホームページで古物を売るだけの営業で
も、公安委員会への届け出をしなければ
ならない。

［問５］　象牙製品を取り扱う場合、どこに届
け出るか。次の中から正しいものを選びな
さい。

　①経済産業省　　②文部科学省

［問６］　朱銘についての正しい記述はどちら
ですか。次の中から選びなさい。

①本阿弥家が生ぶ無銘に対して朱漆で書き
入れた刀工銘

②本阿弥家が大磨上げ無銘に対して朱漆で
書き入れた刀工銘

［問７］　偽作を目的に別の作者の茎（中心）
を継ぎ足すことを何と言うか。次の中から
正しいものを選びなさい。

　①張り茎　　②継ぎ茎

［問８］　次の［　］の中から誤りを１つ選び
なさい。

　新刀期の最上大業物は［①興里、②興正、
③ソボロ助広、④初代忠吉、⑤三代忠吉、
⑥初代国包、⑦三善長道、⑧多々良長幸、
⑨大和守安定］の８人である。

［問９］　次の［　］の中から誤りを１つ選び
なさい。

　新々刀期には本荘義胤が正秀や直胤に彫っ
て有名であるが、彫同作のある刀工として
は［①栗原信秀、②月山貞一、③逸見義隆、
④山浦真雄］が有名である。

［問10］　次の［　］の中から正しいものを選
びなさい。

　京焼き出し（鎺元から直調のもの）を焼く
刀工に［①親国貞、②井上真改］がいる。

［問11］　藤代義雄が唱えて知られるところと
なった「江戸三作」とは、水心子正秀と源
清麿と、もう１人は誰か。次の中から正し
いものを選びなさい。

　①大慶直胤　　②左行秀

［問12］　槍の寸法は「刃長さ」と言わず「穂
長さ」という。穂長さは螻

け

蛄
ら

首
く び

の元から切
先先端までの長さを言う。○か×か。

［問13］　江戸時代の名工で、「奈良三作」と
呼ばれる金工は誰か。次の中から正しいも

のを選びなさい。

　①浜野政随・杉浦乗意・土屋安親

　②奈良利寿・杉浦乗意・土屋安親

［問14］　刀装具の素材となる四分一とは、主
に銅と何の合金か。次の中から正しいもの
を選びなさい。

　①銀　　②亜鉛

［問15］　鐔表の茎（中心）孔を中心として左右
に孔が開けられている場合、小柄の櫃孔は
どちらか。次の中から正しいものを選びな
さい。

　①左　　②右

［問16］　拵の鞘で、金属の薄い地板を斜めに
巻いた技法を何と言うか。次の中から正し
いものを選びなさい。

　①千段巻　　②蛭巻

［問17］　戦術の変化、武器の進歩、西洋甲冑の
影響などの要因により室町時代後期から安
土桃山時代にかけて生まれた甲冑を何と言
うか。次の中から正しいものを選びなさい。

　①胴丸・腹巻　　②当世具足

［問18］　刀剣は焼入れの際に、一瞬内反りと
なった後、本来の反りが生じる。○か×か。

［問19］　白く刃取りをしない刀の研ぎを何と
言うか。次の中から正しいものを選びなさ
い。

　①差し込み研ぎ　　②化粧研ぎ

［問20］　平成28年１月時点で、重要刀装・刀
装具に指定されているのは何点か。次の中
から正しいものを選びなさい。

　①2,534　　②4,290

� （正解は下段欄外）

正 解 ［問１］○　［問２］②　［問３］①　［問４］②　［問５］①　［問６］①　［問７］②　［問８］⑨　［問９］④　［問10］①
［問11］①　［問12］○　［問13］②　［問14］①　［問15］①　［問16］②　［問17］②　［問18］○　［問19］①　［問20］①
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テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー

ム
で
刀
が
主
役
の
役
割
を
果
た
し
て
何

年
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
も
歴
史
女
子
、
刀
剣
女
子
、

そ
し
て
刀
剣
検
定
な
ど
が
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
こ
十
年
間
ぐ
ら
い

は
刀
剣
ブ
ー
ム
の
よ
う
な
現
象
を
来
し

て
い
る
感
が
あ
る
。
刀
剣
を
展
示
す
る

各
地
の
美
術
館
で
行
わ
れ
る
講
座
に
は
、

定
員
の
何
倍
も
の
受
講
希
望
の
申
し
込

み
が
あ
り
、
今
日
に
至
っ
て
も
、
刀
剣

へ
の
関
心
は
女
性
を
中
心
と
し
て
依
然

根
強
い
も
の
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
所
謂
「
刀
剣
ブ
ー
ム
」

な
る
も
の
が
、
わ
れ
わ
れ
刀
剣
商
の
営

業
実
績
に
反
映
さ
れ
た
と
い
う
話
が
聞

か
れ
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
新

聞
や
雑
誌
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
局
は
競
っ

て
刀
剣
を
取
り
上
げ
よ
う
と
今
も
企
画

を
進
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で

あ
る
。

　

そ
の
答
え
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

ブ
ー
ム
は
作
り
出
す
側
の
み
が
そ
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
尽

き
る
で
あ
ろ
う
。
刀
で
あ
れ
何
で
あ

れ
、
大
き
な
営
業
目
的
を
持
っ
て
創
造

的
な
戦
略
を
展
開
し
、
そ
の
結
果
が
世

の
支
持
を
得
る
現
象
と
し
て
表
れ
、
作

り
出
し
た
当
事
者
が
投
資
に
見
合
っ
た

利
益
を
得
る
と
い
う
の
は
経
済
の
原
則

で
あ
り
、
努
力
の
見
返
り
と
い
う
ご
く

当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
今
日
の
「
刀
剣
女
子
」

な
る
言
葉
を
生
み
出
し
た
現
象
が
、
わ

れ
わ
れ
刀
剣
商
の
利
益
に
何
ら
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
の
は
、
わ
れ
わ
れ
刀
剣
商

が
今
日
の
現
象
を
喚
起
さ
せ
る
よ
う
な

こ
と
は
何
も
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
も
あ
ろ
う
。
昨
今
の
よ
う
に
刀
剣
が

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ

う
仕
掛
け
た
張
本
人
が
刀
剣
商
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
そ
の
リ
タ
ー
ン
は
刀
剣
商

全
員
に
も
た
ら
さ
れ
る
は
ず
で
あ
ろ
う

が
、
残
念
な
が
ら
そ
う
で
は
な
い
。

　

そ
れ
に
反
し
て
、
刀
鍛
冶
や
研
師
等

の
刀
職
に
携
わ
る
人
た
ち
の
将
来
に
向

け
て
の
努
力
に
は
瞠
目
す
べ
き
も
の
が

あ
る
。
例
え
ば
、
刀
匠
の
吉
原
義
人
氏

ら
の
作
刀
活
動
は
、
日
本
の
海
外
向
け

出
版
社
を
は
じ
め
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の

出
版
社
か
ら
も
『
ジ･

ア
ー
ト･

オ
ブ･

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ･

ス
ォ
ー
ド
』
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
Ａ
４
版
カ
ラ
ー
印
刷
で
出

版
さ
れ
、
先
日
も
ア
メ
リ
カ
の
一
時
間

番
組
「
ヒ
ス
ト
リ
ー･

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で

特
集
が
組
ま
れ
る
な
ど
、
わ
が
国
の
伝

統
技
術
と
刀
剣
鑑
賞
は
広
く
外
国
人
の

知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
研
師
の
高
岩
節
夫
氏
ら
の

『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ･

ス
ォ
ー
ド･
ポ
リ
ッ

シ
ン
グ
』
の
英
語
版
は
講
談
社
イ
ン

タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ

ル
で
発

刊
さ
れ

た
が
既

に
完
売

し
て
お

り
、
今

で
も
海

外
か
ら

の
研
師

希
望
の

見
学
申

し
込
み

が
後
を

絶
た
な

い
と
い

う
。

　

そ
し
て
最
近
に
お
け
る
刀
鍛
冶
に
関

す
る
書
と
し
て
、
刀
匠
河
内
国
平
氏
の

作
刀
理
念
と
そ
の
創
作
活
動
を
記
録
し

た
『
日
本
刀
・
神
が
宿
る
武
器
』
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
本
は
、
河
内
国
平

氏
が
「
な
ん
で
今
ご
ろ
、
ま
だ
刀
作
っ

て
ん
ね
ん
」
と
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
に

答
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
、「
な
ん
で

今
ご
ろ
刀
売
っ
て
る
の
、
ど
ん
な
人
が

今
ど
き
刀
を
買
う
の
？
」
と
聞
か
れ
る

わ
れ
わ
れ
刀
剣
商
に
と
っ
て
も
他
人
事

で
は
な
い
刀
剣
に
関
す
る
普
遍
の
命
題

に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

写
真
を
多
用
し
、
文
章
は
大
量
に
は

な
い
が
ペ
ー
ジ
を
捲
る
た
び
に
河
内
氏

の
刀
剣
観
と
ホ
ン
ネ
が
余
す
こ
と
な
く

披
歴
さ
れ
て
お
り
、
感
動
的
で
さ
え
あ

る
。
例
を
挙
げ
る
と
「
刃
文
に
は
意
味

が
あ
る
」「
使
う
気
に
さ
せ
な
い
の
が

名
刀
」「
正
宗
は
見
る
た
び
に
変
わ
る
」

「
鉄
は
鍛
え
抜
け
ば
美
に
至
る
」「
結
局
、

頼
れ
る
の
は
勘
」「
無
作
為
を
作
為
的

に
表
現
す
る
」「
真
似
て
み
て
も
意
味

が
な
い
」「
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
・
の

重
大
さ
」「
親
方
が
下
手
な
ら
弟
子
も

下
手
」「
技
術
だ
け
で
は
到
底
作
れ
な

い
」
等
々
、
何
と
い
う
意
味
深
い
言
葉

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
現
代
刀
工
の

宿
命
と
も
い
う
べ
き
古
刀
の
写
し
に
つ

い
て
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
「
鎌
倉
時
代
の
刀
を
作
る
ん
な
ら
、
鎌

倉
時
代
に
戻
ら
な
本
当
は
無
理
な
ん
や
。

所
詮
は
人
間
が
や
る
こ
と
。
そ
の
人
間

は
環
境
に
ど
う
し
て
も
影
響
さ
れ
る
も

ん
な
」「
コ
ピ
ー
を
作
る
と
い
う
仕
事

自
体
は
あ
ま
り
面
白
い
も
ん
で
は
な
い
。

け
ど
、
再
現
し
て
み
る
と
、
そ
の
時
代

の
人
た
ち
の
生
活
様
式
、
技
法
ま
で
も

が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
に
意
味
が
あ
る

ね
ん
」「
今
残
っ
て
い
る
名
刀
で
は
刃

文
が
華
美
な
も
の
が
多
い
。
そ
う
い
う

刀
は
お
宝
と
し
て
置
い
て
お
こ
う
と
い

う
も
の
で
、
実
際
に
は
使
わ
ん
か
っ
た

の
と
違
う
か
な
ぁ
」

　

刀
を
使
わ
な
い
時
代
に
な
っ
て
刃
文

の
美
し
さ
が
尊
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、

刀
工
の
技
法
と
し
て
は
刃
文
を
自
由
に

制
御
す
る
術
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
だ
か
ら
河
内
氏
は
「
僕
た
ち

が
習
っ
た
技
法
も
江
戸
時
代
の
製
作
方

法
だ
ろ
う
」
と
。
故
に
最
後
に
行
き
着

く
所
は
美
術
品
と
し
て
の
華
麗
さ
で
は

な
く
、「
使
え
る
刀
」
を
追
求
す
る
こ

と
が
古
刀
の
映
り
の
再
現
に
つ
な
が
る

と
い
う
確
信
を
得
た
と
。
そ
し
て
最
後

に
言
う
。「
僕
は
、
い
つ
使
わ
れ
て
も

い
い
よ
う
に
作
っ
て
い
る
つ
も
り
や
。

試
し
て
み
た
こ
と
は
な
い
け
ど
な
」

　

史
上
最
も
強
く
、
美
し
い
武
器
を
作

り
続
け
て
き
た
信
念
の
人
の
言
葉
の
一

つ
一
つ
が
読
む
人
の
心
を
打
ち
、
そ
し

て
刀
へ
の
憧
憬
を
高
め
る
。
河
内
氏
自

身
は
決
し
て
見
返
り
を
求
め
て
は
い
な

い
こ
の
著
作
が
、必
ず
や
近
い
将
来
、本

人
や
一
門
、
そ
し
て
作
刀
業
界
に
多
大

な
好
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
吉
原
義
人
氏
、
高
岩
節
夫
氏
ら
も

同
様
に
、
労
を
惜
し
ま
ず
不
慣
れ
な
著

作
に
取
り
組
ん
だ
結
果
が
、
刀
職
の
世

界
全
体
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
何
で
今
ご
ろ
刀
を
作
っ
て
い
る
の
か
」

と
い
う
ご
く
素
朴
な
一
般
の
人
の
考
え

の
中
に
あ
っ
て
、
今
な
お
現
代
鍛
刀
界

が
輝
き
を
失
わ
ず
、
作
刀
環
境
が
保
た

れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
作
者
自
身

の
懸
命
な
努
力
の
賜
で
も
あ
ろ
う
。

　

翻
っ
て
わ
が
刀
剣
商
界
を
眺
め
見
る

に
、自
ら
の
手
で
業
界
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
す
る
努
力
が
い
さ
さ
か
不
足
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
刀
界
の
好
・

不
況
そ
の
他
す
べ
て
は
他
力
本
願
で
、

自
分
た
ち
で
は
何
一
つ
道
を
切
り
開
く

努
力
は
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

今
年
は
明
治
百
五
十
年
を
迎
え
る
節

目
の
年
で
、
旧
幕
時
代
へ
の
関
心
も
高

ま
っ
て
い
る
時
で
あ
る
。
特
に
資
料
の

多
く
残
っ
て
い
る
幕
末
期
に
関
し
て
は

評
論
も
多
く
、
一
般
の
人
も
江
戸
時
代

に
入
り
や
す
い
は
ず
で
あ
る
。
新
々
刀

と
呼
ば
れ
る
こ
の
時
代
の
刀
は
わ
れ
わ

れ
に
と
っ
て
も
現
存
品
が
多
く
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
有
銘
で
わ
か
り
や
す
い
。

刀
の
購
入
へ
の
第
一
歩
と
し
て
は
、
現

代
刀
に
次
ぐ
立
ち
入
り
や
す
さ
が
あ
る
。

　

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン
や
刀
剣
乱
舞
の

よ
う
な
予
想
外
の
追
い
風
が
残
っ
て
い

る
今
こ
そ
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
わ
れ
わ

れ
刀
剣
商
主
導
で
、
静
か
な
が
ら
も
独

自
の
刀
剣
ブ
ー
ム
を
醸
成
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ

れ
の
手
で
作
り
上
げ
た
も
の
は
必
ず
わ

れ
わ
れ
の
元
に
帰
っ
て
く
る
と
思
う
の

で
あ
る
が
…
…
。

　

こ
の
度
、
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
（
酒
井
忠
久
会
長
、
以

下
「
日
刀
保
」）
の
指
摘
に
よ
り
、
新

し
い
手
法
で
作
成
さ
れ
た
改
変
鑑
定
書

と
偽
造
刀
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
の
で
、
注
意
を
さ
れ
た
い
。

　

本
品
は
、
鑑
定
書
を
正
真
作
で
二
通

取
得
し
、
後
に
偽
物
の
写
真
を
張
り
替

え
、
か
つ
登
録
証
で
の
発
覚
を
防
ぐ
た

め
か
正
真
作
と
、
再
申
請
で
取
得
し
た

登
録
証
を
付
け
替
え
、
正
真
作
の
鑑
定

書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
登
録
証
の
情
報

の
書
き
換
え
を
わ
ざ
わ
ざ
日
刀
保
に
依

頼
す
る
な
ど
、
手
間
が
か
け
ら
れ
て
お

り
、
見
か
け
で
は
ま
ず
判
別
が
不
可
能

で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
偽
造
認
定
書
問
題
で
は
業

界
の
信
頼
が
大
い
に
傷
つ
け
ら
れ
、
業

者
、
愛
刀
家
、
そ
し
て
日
刀
保
と
す
べ

て
の
関
係
者
が
大
き
く
損
失
を
被
っ
た
。

今
回
も
そ
の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
早
急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

●
本
件
の
発
覚
に
つ
い
て

　

資
料
に
あ
る
通
り
、
本
作
に
は
本
物

の
鑑
定
書
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
日
刀

保
の
説
明
に
よ
る
と
、
本
件
は
、
ま
ず

平
成
二
十
五
年
八
月
に
真
作
で
保
存
鑑

定
書
を
取
り
、
平
成
二
十
六
年
七
月
に

再
度
同
作
で
保
存
鑑
定
書
を
取
得
、
平

成
二
十
六
年
九
月
二
十
五
日
に
大
阪
府

教
育
委
員
会
で
再
度
の
登
録
証
を
取
得
、

そ
の
直
後
、
こ
の
登
録
証
を
正
真
作
に

添
え
て
鑑
定
書
の
登
録
証
番
号
書

き
換
え
の
依
頼
が
日
刀
保
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

正
真
作
は
偽
造
刀
で
取
得
し
た

登
録
証
を
添
え
て
平
成
二
十
七
年

五
月
の
交
換
会
に
出
品
さ
れ
、
某

刀
剣
商
が
購
入
。
偽
物
は
二
枚
目

の
鑑
定
書
の
写
真
を
偽
物
の
写
真

に
張
り
替
え
、
正
真
作
の
登
録
証

を
添
え
て
平
成
二
十
八
年
十
月
の

交
換
会
に
出
品
さ
れ
た
。
こ
れ
は

お
か
し
い
と
前
記
刀
剣
商
が
購
入

し
、
日
刀
保
に
確
認
し
た
と
こ
ろ

事
態
が
発
覚
し
た
。

　

現
在
、
日
刀
保
で
は
弁
護
士
に

委
嘱
し
て
調
査
を
進
め
て
お
り
、

「
業
界
と
し
て
も
自
浄
作
用
を
働

か
せ
る
べ
し
」
と
の
内
示
を
受
け

て
い
る
。

●�

今
回
の
偽
物
流
通
に

　
お
け
る
問
題
点

①�

現
代
刀
の
偽
造
品
に
対
す
る
登

録
証
の
発
行

　

今
回
の
事
件
に
お
い
て
、
近
年

製
作
さ
れ
た
昭
和
三
十
五
年
銘
の

高
橋
貞
次
の
偽
物
が
製
作
さ
れ
、

そ
れ
に
新
規
で
登
録
証
が
発
行
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
ま
ず
問
題

で
あ
る
。
確
実
に
登
録
証
が
存
在
し
た

現
代
刀
に
は
本
来
、
全
国
照
会
し
た
上

で
再
発
行
が
行
わ
れ
、
旧
登
録
証
は
失

効
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
今
回
は
正
真

作
の
登
録
証
が
生
き
た
ま
ま
偽
物
に
も

登
録
証
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

②�

登
録
証
を
す
り
替
え
た
上
で
の
販
売

は
銃
刀
法
違
反

　

前
記
の
よ
う
に
、
本
件
は
意
図
的
に

正
真
作
と
偽
造
刀
を
入
れ
替
え
て
販
売

し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
確
な
銃
刀
法
違

反
で
あ
る
の
で
、
認
識
し
た
上
で
の
販

売
は
警
察
が
捜
査
す
べ
き
問
題
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

本
件
は
、
製
作
承
認
番
号
が
添
え
ら

れ
た
現
地
発
行
の
登
録
証
で
な
け
れ
ば

お
か
し
い
と
い
う
私
た
ち
の
常
識
の
盲

点
を
突
く
手
法
で
あ
る
。
現
代
刀
の
偽

物
を
見
分
け
る
に
は
今
後
、
登
録
証
が

入
れ
替
え
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
専
門
家
に

も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
煩
わ

し
く
迷
惑
で
あ
る
。

③�

鑑
定
書
改
造
の
巧
妙
さ
と
手
間
の
か

け
方

　

本
作
は
本
物
の
鑑
定
書
の
写
真
を
張

り
替
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
他

の
刀
で
も
た
や
す
く
流
用
で
き
る
手
法

で
あ
る
。
ま
た
、
現
物
か
ら
で
は
日
刀

保
に
持
ち
込
ん
で
調
査
し
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
看
破
は
き
わ
め
て
困
難
な
代
物

で
あ
り
、
悪
質
で
あ
る
。

　

ま
た
日
刀
保
で
も
、
認
定
書
の
原
籍

の
確
認
に
加
え
、
証
書
の
真
偽
の
確
認

ま
で
す
る
の
に
膨
大
な
手
間
を
要
す
る
。

　

業
者
間
で
あ
れ
ば
無
償
返
還
で
解
決

さ
れ
る
問
題
で
あ
る
が
、
お
客
さ
ま
に

渡
っ
て
発
覚
し
た
場
合
は
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
信
用
問
題
に
発
展
す
る
。
何

よ
り
愛
刀
家
が
被
害
を
被
り
、
美
術
刀

剣
全
般
の
信
用
破
綻
に
よ
り
未
来
の
お

客
さ
ま
も
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
業
界

に
と
っ
て
致
命
的
で
あ
る
。

　

業
者
間
で
の
周
知
徹
底
と
、
一
般
の

愛
刀
家
へ
の
お
知
ら
せ
、
教
育
委
員
会

へ
の
報
告
や
日
刀
保
と
の
協
力
な
ど
、

撲
滅
に
向
け
て
当
組
合
と
し
て
も
最
大

の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

正真の鑑定書に偽造刀の写真が貼付されている 鑑定書は正真だが、登録事項の変更が記載されている

偽
造
刀
剣･

鑑
定
書
に
ご
注
意
！

贋
作
現
代
刀
を
巧
妙
に
偽
る
手
口
が
発
覚
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昨
年
の
第
三
十
回「
大
刀
剣
市
」に
安

倍
内
閣
総
理
大
臣
へ
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ

ン
大
統
領
か
ら
贈
ら
れ
た
太
刀
を
お
借

り
し
、
重
文
室
に
て
一
般
公
開
し
た
こ

と
は
、本
紙
前
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　

本
刀
は
、
製
作
さ
れ
た
当
時
か
ら
衛

府
太
刀
拵
に
収
ま
っ
て
い
た
た
め
か
、

小
さ
な
錆
と
ヒ
ケ
が
数
カ
所
確
認
で
き

ま
し
た
。
日
本
の
工
芸
美
術
の
代
表
と

も
言
え
る
日
本
刀
に
従
事
す
る
組
合
と

し
て
、
ま
た
内
閣
総
理
大
臣
認
可
の
組

合
と
し
て
、
最
良
の
状
態
で
お
返
し
し

た
い
と
願
い
、
許
可
を
い
た
だ
き
、
修

復
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

白
鞘
の
新
規
製
作
は
新
宿
区
在
住
の

水
野
美
行
さ
ん
へ
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

取
り
掛
か
か
っ
て
い
た
仕
事
を
中
断
し
、

早
急
に
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
研
磨
は
葛
飾

区
在
住
で
同
区
無
形
文
化

財
保
持
者
の
研
師
、
高
岩

節
夫
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。
高
岩
さ
ん
も
本
刀

の
研
磨
を
最
優
先
し
て
い

た
だ
き
、
無
事
に
修
復
を

完
了
、
十
二
月
十
一
日
に

総
理
官
邸
へ
お
伺
い
し
、

安
倍
総
理
に
お
返
し
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
岩
さ
ん
に
は
部
分
的

な
錆
取
り
と
ヒ
ケ
取
り
を

依
頼
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
名
刀
を
研
磨
し
て
き
た
経
験
か
ら
、

こ
の
太
刀
は
大
変
良
く
で
き
て
お
り
、

高
い
評
価
が
で
き
る
も
の
で
、
部
分
的

な
継
ぎ
研
ぎ
で
な
く
刀
身
全
体
を
研
磨

し
た
方
が
良
い
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
上

無
償
で
研
い
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
ご
厚
意
に
対
し
て
、
組
合
か
ら
は
感

謝
状
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

二
月
六
日
、
組
合
を
代
表
し
て
清
水

理
事
長
と
筆
者
が
高
岩
さ
ん
の
ご
自
宅

へ
お
伺
い
し
、
感
謝
の
意
を
お
伝
え
し

ま
し
た
。

　
「
私
は
長
く
刀
剣
に
携
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
昨
年
、
古
希
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
節
目
の
年
に
、

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
刀
を
研
ぐ
機
会
を

い
た
だ
け
た
こ
と
は
大
変
な
名
誉
で
あ

り
、
自
身
の
研
磨
技
術
が
ど
の
位
置
ま

で
来
て
い
る
の
か
、
自
ら
と
対
話
し
な

が
ら
仕
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
よ
う
な
点
に
重
点
を
置
い
て
研

が
れ
た
か
も
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

　
「
昭
和
初
期
ご
ろ
の
研
磨
は
、
地
と

刃
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
あ
ま
り
強
調
せ

ず
に
研
い
で
い
ま
す
。
こ
の
太
刀
は
地

鉄
が
す
ご
く
良
く
、
地
沸
が
美
し
か
っ

た
の
で
、
地
沸
を
引
き
立
た
せ
、
肌
を

出
す
こ
と
に
留
意
を
し
ま
し
た
。
刀
匠

は
鎌
倉
時
代
の
刀
を
目
標
に
、
鍛
錬
に

注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
地
鉄
に

近
づ
く
よ
う
に
、
私
た
ち
研
師
も
研
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

拭
い
に
し
て
も
、
身
幅
の
狭
め
の
太

刀
で
す
か
ら
地
を
幾
分
黒
く
す
る
こ
と

で
、
刃
が
引
き
立
つ
よ
う
に
心
配
り
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
元
の
刃
が
低
く
、

切
先
に
行
く
に
従
っ
て
少
し
ず
つ
深
く

な
る
の
で
、
焼
刃
通
り
の
刃
取
り
で
は

身
幅
が
狭
く
な
る
切
先
が
、
重
く
感
じ

ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

元
の
低
い
刃
の
刃
取
り
を
や
や
深
め
に

行
い
、
先
に
行
く
に
従
い
控
え
め
に
拾

っ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　

研
ぎ
に
入
る
前
に
研
ぎ
上
が
り
を
想

定
し
た
熟
練
者
な
ら
で
は
の
判
断
で
、

昭
和
天
皇
即
位
の
礼
の
際
に
使
用
さ
れ

た
太
刀
が
美
し
く
甦
り
ま
し
た
。

�

（
嶋
田
伸
夫
）

高
岩
節
夫
氏
に
組
合
か
ら
感
謝
状
を
贈
る

　
プ
ー
チ
ン
大
統
領
か
ら
安
倍
総
理
に
贈
ら
れ
た
太
刀
を
修
復

清水理事長から感謝状が贈られた高岩氏（右）
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登
録
担
当
者
「
警
察
へ
行
っ
て
く
だ

さ
い
」

　

私
「
え
っ
、け
、警
察
へ
、で
す
か
!?
」

　

登
録
担
当
者「
は
い
、警
察
へ
、で
す
」

　

今
か
ら
十
年
ほ
ど
前
で
あ
ろ
う
か
。

登
録
証
の
不
備
が
あ
っ
た
際
に
、
東
京

都
の
銃
砲
刀
剣
類
登
録
事
務
担
当
者
に

言
わ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。「
登
録
証
の

不
備
」
と
言
わ
れ
て
も
な
お
、
信
じ
ら

れ
な
か
っ
た
。

　
「
こ
の
登
録
証
に
は
偽
臭
は
な
い
」

そ
う
思
わ
れ
る
よ
う
な
登
録
証
、
そ
れ

も
「
昭
和
26
年
３
月
31
日
東
京
都
登

録
」
と
い
う
場
合
で
も
、
念
の
た
め
に

問
い
合
わ
せ
て
み
る
と
、
ま
る
で
内
容

が
合
わ
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
が
、
ご
く

た
ま
に
あ
る
。

　

登
録
担
当
者
「
一
致
し
ま
せ
ん
ね
ー
。

一
致
す
る
の
は
…
…
種
別
だ
け
の
よ
う

で
す
」

　

私
「
ど
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う
」

　

登
録
担
当
者
「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
」

　

諦
め
の
つ
か
な
い
私
が
、
担
当
者
の

指
示
に
従
い
、
登
録
証
の
コ
ピ
ー
を
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
で
送
信
も
し
く
は
郵
送
し

た
と
こ
ろ
、
後
日
、
電
話
口
の
担
当
者

の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
た
の
が
冒
頭
の
言

葉
で
あ
る
。

　
「
警
察
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
事
件

性
が
あ
る
か
な
い
か
、
調
べ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
」

　

こ
う
な
る
と
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ

た
。
警
察
へ
行
け
、
と
言
わ
れ
て
も
、

行
っ
て
何
を
ど
う
説
明
す
れ
ば
い
い
の

か
、
皆
目
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

私
「
お
客
さ
ま
、
実
は
お
買
い
受
け

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
理
由

は
こ
れ
こ
れ
、
こ
う
い
う
こ
と
で
し
て

…
…
」

　

お
客
さ
ま
「
…
…
困
っ
た
な
あ
。
僕

に
は
刀
の
趣
味
は
な
い
し
…
…
」

　

刀
は
こ
の
後
、
お
客
さ
ま
の
と
こ
ろ

で
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
保
管
さ
れ
る
、
も

し
く
は
、
不
備
の
登
録
証
が
付
帯
し
た

ま
ま
持
ち
主
を
転
々
と
し
て
彷さ

ま
よ徨

い
続

け
る
か
、
ど
ち
ら
か
で
あ
っ
た
。
刀
も
、

そ
の
刀
を
た
ま
た
ま
亡
父
の
遺
品
と
し

て
引
き
継
い
だ
人
も
不
幸
で
あ
る
。

　

さ
て
、
過
日
、
こ
れ
と
似
た
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
た
。

　
「
刀
を
処
分
し
た
い
の
で
す
。
遺
品

で
す
」

　

お
持
ち
い
た
だ
い
た
御
刀
は
、
静
岡

県
の
昭
和
五
十
二
年
登
録
の
無
銘
で
、

了
戒
に
極
め
ら
れ
た
、
な
か
な
か
の
名

刀
で
あ
っ
た
。
登
録
証
に
は
不
審
な
感

じ
は
な
か
っ
た
。「
長
さ
七
六･

八
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
」
の
記
載
が
わ
ず
か
に
消

え
か
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
、

「
無
銘
」
の
文
字
が
あ
ま
り
上
手
で
は

な
い
な
、
と
い
う
程
度
で
、
全
く
疑
念

を
抱
か
な
か
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
で
あ
る
。
こ
れ
を
静
岡

県
教
育
委
員
会
に
電
話
を
し
て
確
認
し

て
み
る
と
、「
全
く
一
致
し
な
い
」
と

い
う
回
答
で
あ
っ
た
。
種
別
す
ら
合
っ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

か
？
」
と
の
問
い
に
、
教
育
委
員
会
担

当
者
は
「
現
物
確
認
を
い
た
し
ま
し
ょ

う
。
お
住
ま
い
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
」

「
東
京
で
す
」「
で
は
東
京
都
に
資
料
を

送
っ
て
、
東
京
都
で
現
物
確
認
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
判
断
し
ま
す
」

　

一
連
の
や
り
取
り
を
経
て
、
東
京
都

で
現
物
確
認
を
し
た
。
静
岡
県
の
登
録

証
原
簿
の
写
し
と
現
物
の
刀
を
照
合
す

る
の
で
あ
る
。
結
果
は「
一
致
せ
ず
」で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
静
岡
県
は

「
一
致
し
ま
せ
ん
。静
岡
県
登
録
の
刀
と

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
結
論
を

出
し
、「
あ
と
は
東
京
都
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
ま
た
警
察
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
、

か
な
ー
」
と
思
っ
た
が
、
東
京
都
か
ら

は
「
全
国
照
会
を
し
て
調
査
の
後
、
し

か
る
べ
く
判
断
を
し
ま
す
」
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

全
国
照
会
―
そ
れ
は
東
京
都
が
刃

長
・
反
り
・
銘
文
・
目
釘
穴
の
数
・
刃

文
の
形
状
な
ど
な
ど
を
書
い
た
も
の
を

全
国
の
教
育
委
員
会
の
銃
砲
刀
剣
類
登

録
担
当
者
に
送
付
し
、
該
当
す
る
作
が

な
い
か
ど
う
か
調
べ
て
も
ら
う
、
と
い

う
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
で
出
て
く
れ
ば
、

そ
の
県
で
登
録
証
を
再
交
付
と
い
う
段

と
な
る
。
し
か
し
時
間
が
か
か
る
。
ま

た
、
そ
ん
な
都
合
よ
く
一
致
す
る
も
の

だ
ろ
う
か
。

　

今
日
か
今
日
か
、
と
連
絡
を
待
っ
て

い
る
と
、
案
の
定
、
一
致
し
な
か
っ
た
。

東
京
都
は
「
一
致
し
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
の
回
答
を
封
書
で
送
付
し
て
き
た
。

　
「
今
度
こ
そ
、
警
察
へ
行
っ
て
く
だ

さ
い
、
だ
ろ
う
」
と
ゲ
ン
ナ
リ
し
て
い

る
と
、
手
紙
に
ま
だ
続
き
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
た
。「
東
京
都
で
新
規
登
録

し
ま
す
の
で
…
…
」

　

申
請
書
・
旧
登
録
証
・
登
録
料
を
現

金
書
留
で
送
付
し
て
く
れ
れ
ば
、
東
京

都
で
新
し
い
登
録
証
を
郵
送
す
る
、
と

い
う
。か
つ
て
は「
警
察
へ
行
っ
て
く
だ

さ
い
」の
一
点
張
り
で
あ
っ
た
東
京
都
も

今
は
、現
状
に
即
し
て
柔
軟
に
対
応
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ほ
っ

と
し
て
、思
わ
ず
言
葉
が
出
て
し
ま
う
。

　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

で
、
刀
が
救
わ
れ
ま
し
た
！
」

　

刀
に
も
所
持
者
に
も
罪
は
な
い
の
で

あ
る
。
今
後
も
現
状
に
即
し
て
、
可
能

な
限
り
、
現
実
的
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
、
切
に
切
に
望
む
次
第
で

あ
る
。�

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る
�

　

春
日
大
社
（
奈
良
市
）
は
一
月
二
十

二
日
、
所
蔵
す
る
太
刀
の
一
振
を
研
磨

し
た
結
果
、
日
本
刀
の
最
初
期
で
あ
る

平
安
時
代
末
期
ご
ろ
に
作
ら
れ
た
古

伯
耆
物
と
判
明
し
た
、
と
発

表
し
た
。
無
銘
だ
が
、
刃
長

八
二･

四
セ
ン
チ
と
長
寸
で
、

ほ
ぼ
生う

ぶ

の
状
態
で
あ
る
と
い

う
。

　

昭
和
十
四
年
に
大
社
宝
庫

の
解
体
修
理
を
し
た
際
、
天

井
裏
か
ら
発
見
さ
れ
た
太
刀

十
二
振
の
う
ち
の
一
振
。
平

成
二
十
七
年
か
ら
順
次
、
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
本

阿
彌
光
洲
師
に
研
磨
を
依
頼

し
て
お
り
、
今
回
の
太
刀
が

四
振
目
だ
っ
た
と
い
う
。 

　

こ
の
太
刀
は
、
大
社
の
創

建
千
二
百
五
十
年
を
記
念
し

た
「
伝
説
の
名
刀
た
ち
」
で
三
月
二
十

六
日
ま
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
古
伯
耆
物
を
巡
っ
て
は
新

た
な
動
き
が
あ
っ
た
。
二
月
十
四
日
、

鳥
取
県
の
平
井
伸
治
知
事
が
春
日
大
社

を
訪
問
し
、
花
山
院
弘
匡
宮
司
と
会

談
、
伯
耆
国
の
刀
工
安
綱
ら
を
顕
彰
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
。
花
山
院
宮
司
も

こ
れ
に
賛
同
し
た
。

　

鳥
取
県
は
伯
耆
国
「
大だ

い

山せ
ん

開
山
千
三

百
年
祭
」
の
一
環
と
し
て
安
綱
ゆ
か
り

の
刀
展
示
を
今
夏
に
予
定
。
酒し

ゅ

呑て
ん

童
子

の
首
を
切
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
国

宝
「
童
子
切
」（
東
京
国
立
博
物
館
所

蔵
）
で
名
高
い
安
綱
に
焦
点
を
当
て
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

一
方
、
神
殿
に
奉
安
さ
れ
た
神
宝

は
、
神
社
界
と
し
て
美
術
品
扱
い
で
き

な
い
事
情
が
あ
る
。
し
か
し
、
安
綱
顕

彰
や
日
本
刀
の
魅
力
を
発
信
す
る
組
織

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
花
山
院
宮
司
は

「
前
向
き
な
話
を
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

両
氏
が
申
し
合
わ
せ
て
設
立
し
た
組

織
の
名
称
は
、「
名
刀
『
古
伯
耆
物
』

日
本
刀
顕
彰
連
合
」。
平
井
知
事
は
、

「
刀
剣
に
憧
れ
る
若
い
人
も
増
え
て
い

る
。
日
本
文
化
を
見
直
す
チ
ャ
ン
ス
」

と
呼
び
掛
け
、
花
山
院
宮
司
は
「
大
和

と
伯
耆
の
歴
史
の
中
で
進
め
て
い
き
た

い
」
と
応
え
た
。

　

古
伯
耆
物
が
春
日
大
社
に
奉
安
さ
れ

た
経
緯
は
定
か
で
は
な
い
が
、
春
日
大

社
に
後
醍
醐
天
皇
ゆ
か
り
の
お
宮
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
天
皇
が
隠
岐
を
脱
出
し

た
時
に
兵
を
挙
げ
て
迎
え
た
伯
耆
国
の

豪
族
名
和
長
年
と
の
関
係
を
説
く
向
き

も
あ
る
。

伯
耆
安
綱
の
顕
彰
へ
鳥
取
県
と
春
日
大
社
が
連
携

古伯耆物を前に花山院宮司（右）から説明を受ける平井知事
（写真提供／鳥取県）
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の
都
）

ジ
ョ
イ
ン
ト・ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
新
た
な
発
想

な
い
、
私
に
は
無
理
と
思
い
過
ご
す
中
、

「
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
？
」

と
模
索
し
続
け
、「
鐔
の
都
」
は
誕
生

し
ま
し
た
。

　

母
を
早
く
に
亡
く
し
、
多
感
な
時
期

の
子
供
た
ち
と
向
き
合
い
、
病
身
の
父

を
看
な
が
ら
の
事
業
継
承
は
思
い
の
外

大
変
で
、
皆
さ
ま
の
寛
大
な
思
い
や
り

が
な
け
れ
ば
今
日
ま
で
や
っ
て
こ
れ
な

か
っ
た
、
と
い
う
の
が
正
直
な
思
い
で

す
。
あ
ら
た
め
て
こ

の
場
を
お
借
り
し
て

御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

息
子
の
成
長
を
機

に
慣
れ
親
し
ん
だ
大

阪
を
離
れ
、
倉
敷
刀

剣
美
術
館
の
そ
ば
に

店
舗
を
移
転
し
、
武

士
の
表
道
具
で
あ
る

刀
剣
は
お
任
せ
し

て
、
小
道
具
を
メ
イ

ン
に
扱
う
好
機
を
授

か
っ
た
の
は
、
そ
の
こ
と
を
象
徴
す
る

大
き
な
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
進
路
の
動
向
を
見
て
私

の
代
で
終
わ
ら
せ
よ
う
と
考
え
て
お
り

ま
し
た
が
、
美
術
館
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト

･

ベ
ン
チ
ャ
ー
と
い
う
新
し
い
発
想
を

提
示
し
て
い
た
だ
け
た
お
か
げ
で
、
次

世
代
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
ビ
ジ

ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
面
で
は
、
美
術
館
の

お
も
て
な
し
ブ
ー
ス
と
し
て
の
「
カ
フ

ェ
併
設
」
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
幅
広
い
層
の
お

客
さ
ま
に
刀
装
具
の
世
界
を
ご
紹
介
で

き
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
て
い
る

こ
と
は
、
私
の
至
上
の
喜
び
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
母
さ
ん
の
仕

事
っ
て
よ
う
わ
か
ら
ん
わ
」
と
言
っ
て

い
た
子
供
た
ち
も
、
今
で
は
良
き
理
解

者
と
な
っ
て
叱
咤
激
励
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

二
代
目
事
業
者
と
し
て
私
自
身
、
ヨ

チ
ヨ
チ
歩
き
か
ら
間
を
は
し
ょ
っ
て
、

じ
き
に
ヨ
ボ
ヨ
ボ
歩
き
と
な
り
そ
う
で
、

常
に
伴
走
者
な
く
し
て
は
歩
け
な
い
状

態
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
し
ゃ
ー
な
い

な
」
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
声
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
で
、
情
け
な
く
も
あ

り
が
た
い
思
い
で
日
々
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。

　

戦
国
武
将
・
毛
利
元
就
の
「
三
本
の

矢
」
と
い
う
有
名
な
逸
話
が
ご
ざ
い
ま

す
。「
一
本
の
矢
は
す
ぐ
に
折
れ
て
し

ま
う
け
れ
ど
、
三
本
集
ま
る
と
簡
単
に

は
折
れ
な
い
」
と
い
う
理
を
述
べ
た
お

話
で
す
。
私
の
よ
う
な
小
さ
な
事
業
者

へ
も
取
り
こ
ぼ
す
こ
と
な
く
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
り
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ま
の
温
か
い
ご
配
慮
の
、
誠
に
あ
り

が
た
い
そ
の
姿
勢
は
、
刀
剣
界
を
ま
す

ま
す
一
つ
に
し
て
強
靱
な
矢
と
な
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な

り
ま
せ
ん
。

　

皆
さ
ま
の
お
か
げ
を
賜
っ
て
今
日
が

ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま
だ
頼
り
の
な
い
、

か
細
い
矢
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ

ま
の
ご
活
躍
を
少
し
で
も
応
援
で
き
る

よ
う
、
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
つ
い
て
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

■
刀
剣
サ
ロ
ン
正
宗
・
鐔
の
都
＝
〒
７
１

０-

１
１
０
１ 

岡
山
県
倉
敷
市
茶
屋
町
一

七
七-

八　

☎
〇
八
六-

四
八
四-

〇
二
六
四

　

ま
ず
初
め
に
、
こ
の
度
私
の
お
店
を

ご
紹
介
す
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

亡
父
（
三
木
義
和
）
の
事
業
を
継
承

す
る
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、

長
い
歴
史
を
生
き
抜
い
て
き
た
偉
大
な

日
本
刀
と
、
そ
れ
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
一
流
の
事
業
者
さ
ま
な
ら
び
に
職
方

の
皆
さ
ま
方
を
前
に
、
ず
っ
と
自
信
が

笑顔でお客様をお迎えする三木希美さん

　

日
本
軍
の
、
た
と
え
最
後
の
一
兵
に

な
ろ
う
と
も
日
本
刀
を
か
ざ
し
て
突
撃

を
し
て
く
る
姿
は
、
米
軍
に
強
い
恐
怖

心
を
抱
か
せ
た
ら
し
い
。
そ
の
証
拠
に
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
進
駐
し
て
き
て
真
っ
先
に
行

っ
た
の
が
刀
剣
類
の
接
収
で
あ
っ
た
。

銃
が
あ
れ
ば
日
本
刀
な
ど
全
く
無
力
で

あ
り
な
が
ら
「
刀
狩
り
」
を
行
っ
た
理

由
は
、
日
本
刀
が
武
器
と
し
て
脅
威
だ

っ
た
た
め
で
は
な
く
、
刀
を
携
え
た
日

本
人
の
腹
の
据
わ
っ
た
姿
が
、
米
軍
に

威
圧
感
と
強
烈
な
印
象
を
残
し
て
い
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

　

話
を
現
代
に
戻
そ
う
。
最
近
で
は
自

衛
隊
が
海
外
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
何
度

か
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
に
司
令
官
と
し

て
現
地
に
赴
か
れ
た
方
の
話
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
そ
の
方
は
、
親
戚
か
ら

お
守
り
と
し
て
頂
い
た
日
本
刀
を
私
物

と
し
て
現
地
に
携
行
さ
れ
た
そ
う
だ
。

実
質
の
紛
争
地
域
で
、
司
令
官
で
あ
る

自
分
の
首
に
対
し
て
何
億
円
と
い
う
法

外
な
懸
賞
金
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
重
圧
と
恐
怖
か
ら
精
神
的
に

参
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
幾
度
と
な
く
あ

っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
夜
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で

携
行
し
た
日
本
刀
を
独
り
静
か
に
見
つ

め
て
い
る
と
、
恐
怖
に
取
り
つ
か
れ
正

し
い
判
断
を
失
っ
た
、
ね
じ
く
れ
た
心

が
す
っ
と
正
常
に
戻
る
の
を
感
じ
、
翌

日
は
司
令
官
と
し
て
指
揮
が
執
れ
た
そ

う
で
あ
る
。

　

太
平
洋
戦
争
終
結
後
、
旧
日
本
軍
の

兵
士
が
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
っ
た
と
い
う
話

は
あ
ま
り
聞
く
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
は
、

日
本
刀
自
体
に
精
神
の
ゆ
が
み
を
治
し

て
く
れ
る
よ
う
な
効
き
目
（
？
）
が
あ

る
こ
と
を
、
日
本
軍
が
知
っ
て
い
た
た

め
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

武
将
や
明
治
・
大
正
の
国
政
を
担
う

政
治
家
が
刀
を
多
く
集
め
た
の
は
、
愛

好
家
と
し
て
収
集
す
る
の
は
無
論
の
こ

と
、
明
日
を
も
知
れ
ぬ
世
情
を
前
に
し

て
、
判
断
力
を
鈍
ら
せ
な
い
た
め
で
も

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
自
ら
の
決
断
に
全

て
が
懸
か
っ
て
い
る
状
況
で
ど
う
舵
取

り
を
す
る
べ
き
か
見
極
め
る
た
め
、
独

り
日
本
刀
と
対
峙
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。「
快
刀
乱
麻
を
断
つ
」

と
言
う
が
、
素
直
に
、
前
向
き
に
事
に

当
た
る
気
力
と
決
断
力
を
与
え
て
く
れ

る
、
そ
ん
な
力
が
日
本
刀
に
は
あ
る
と

思
え
る
。

　

戦
争
を
知
ら
な
い
こ
の
平
和
な
時
代

に
、
生
死
を
か
け
て
事
に
当
た
る
こ
と

な
ど
ま
ず
あ
り
得
な
い
。
ゆ
え
に
、
日

本
刀
の
本
当
の
あ
り
が
た
み
、
本
当
の

価
値
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
と
も
す
る

と
も
は
や
不
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

か
つ
て
名
刀
は
公
家
・
武
家
な
ど
ご

く
一
部
の
特
権
階
級
に
し
か
許
さ
れ

ず
、
門
外
不
出
の
「
伝
家
の
宝
刀
」
と

大
切
に
保
存
さ
れ
て
き
た
刀
剣
も
、
美

術
品
と
し
て
売
買
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
久
し
い
。
連
綿
と
続
く
歴
史
に
裏
打

ち
さ
れ
、
日
本
刀
に
高
い
美
術
的
価
値

を
認
め
る
の
は
当
然
の
こ
と
だ
と
は
思

う
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、
日
本
刀
の

美
し
い
姿
や
澄
ん
だ
地
鉄
を
見
て
い
る

と
、
単
な
る
武
器
と
も
美
術
品
と
も
言

い
難
い
、
あ
る
種
の
真
価
と
も
言
う
べ

き
も
の
が
伝
わ
っ
て
く
る
の
を
諸
氏
も

感
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

そ
の
時
に
日
本
刀
の
存
在
が
、
戦
場

と
い
う
極
限
の
状
況
に
あ
っ
て
、
持
つ

者
の
精
神
的
な
支
柱
と
な
り
、
あ
る
時

は
心
を
奮
い
立
た
せ
、
あ
る
時
は
心
を

慰
め
平
静
を
保
た
せ
た
の
だ
と
実
感
さ

せ
ら
れ
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
感
覚
は

到
底
「
美
術
品
」「
武
器
」
と
い
う
枠

内
に
収
ま
る
も
の
で
は
な
い
と
私
は
考

え
る
。

　

本
来
、
日
本
刀
そ
れ
自
体
が
、
日
本

の
文
化
や
歴
史
と
密
接
に
絡
み
合
い
な

が
ら
、
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
も
の

な
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
公
家
か
ら

始
ま
り
、
武
士
が
誕
生
し
、
武
家
政
権

の
樹
立
、
戦
乱
の
時
代
、
徳
川
の
平
和
、

幕
末
か
ら
維
新
ま
で
の
激
動
の
時
代
、

帝
国
の
歩
み
と
二
度
の
大
戦
…
…
と
い

う
長
く
険
し
い
道
の
り
に
は
、
常
に
日

本
刀
が
寄
り
添
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
日
本
刀
は
、「
古
美
術
品
」
と
し

て
担
ぎ
出
す
以
前
に
、
一
つ
の
頂
点
を

極
め
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

い
つ
の
時
代
も
技
術
の
粋
を
結
集
さ

せ
て
生
み
出
さ
れ
る
、
今
も
正
に
生
き

て
い
る
刀
が
「
骨
董
品
」
な
ど
と
い
っ

た
黴か

び

の
生
え
た
ジ
ャ
ン
ル
に
据
え
置
か

れ
る
こ
と
を
、
認
め
よ
う
と
は
け
っ
し

て
思
え
な
い
。

（
今
で
も
愛
刀
家
の
中
に
は
、
政
治
家
・

医
師
・
弁
護
士
・
会
社
経
営
者
な
ど
、

重
責
を
担
い
ス
ト
レ
ス
の
強
く
か
か
る

職
業
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、

そ
の
方
々
は
、
刀
を
見
て
い
る
と
癒
さ

れ
て
ま
た
明
日
も
頑
張
ろ
う
と
パ
ワ
ー

を
も
ら
え
る
と
口
々
に
お
っ
し
ゃ
る
）

　

日
本
刀
が
持
つ
こ
の
よ
う
な
強
靭
な

精
神
性
と
包
容
力
を
、
こ
の
平
和
な
時

代
の
中
で
も
ゆ
め
ゆ
め
忘
れ
る
こ
と
な

く
あ
り
た
い
も
の
だ
。
た
だ
の
古
美
術

商
・
骨
董
商
で
は
な
く
、
日
本
文
化
の

精
神
を
伝
え
る
日
本
刀
を
商
う
「
刀
剣

商
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
意
義
を
問

い
直
し
、
一
般
の
美
術
商
に
紛
れ
る
こ

と
な
く
、
そ
の
上
に
位
置
す
る
こ
と
が

で
き
る
、
真
の
刀
剣
商
を
目
指
す
覚
悟

が
あ
る
の
か
ど
う
か
自
ら
に
今
一
度
問

い
か
け
た
い
。 

日
本
刀
の「
真
価
」に
つ
い
て
再
考
す
る（
後
編
）�

川
島 

貴
敏

寄 稿

　

二
月
十
二
日
、
東
京
美
術
倶
楽
部
に

お
い
て
東
京
刀
剣
倶
楽
部
の
準
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
八
十
名
近
く
の
会
員
が
参
加
。

出
品
を
拝
見
す
る
と
、
名
品
が
多
い
の

に
驚
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
名
品
の

価
格
に
も
驚
か
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
新

刀
の
人
気
刀
工
の
特
別
保
存
刀
剣
が
、

普
通
の
最
上
作
刀
工
の
重
要
刀
剣
を
上

回
る
値
段
で
取
引
さ
れ
て
い
た
。

　

入
札
で
は
、
無
銘
の
特
別
重
要
刀
剣

が
出
品
さ
れ
、
そ
の
価
格
の
高
さ
に
驚

か
さ
れ
な
が
ら
も
、
ど
こ
か
で
安
心
す

る
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
。
刀
装
具
も

重
要
指
定
品
や
日
ご
ろ
拝
見
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
名
品
が
、
や
は
り
高
値

で
取
引
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

良
い
品
物
の
価
格
は
変
動
し
て
い
な

い
ん
だ
な
あ
と
思
わ
さ
れ
た
、
そ
ん
な

大
会
で
し
た
。
品
数
は
日
ご
ろ
と
変
わ

ら
ず
と
も
、
出
来
高
は
倍
と
い
う
中
身

の
濃
い
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
東
京
刀
剣
倶
楽
部
を
差
配

し
て
い
る
若
手
の
人
た
ち
の
話
を
聞
い

て
い
る
と
、

　
「
今
度
の
大
会
の
会
費
、
い
く
ら
に

す
る
？
」

　
「
そ
う
だ
な
あ
、
お
弁
当
の
値
段
が

五
千
四
百
円
だ
か
ら
、
五
千
円
で
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
」

　
「
じ
ゃ
、
そ
う
し
よ
う
」

　

こ
う
い
っ
た
透
明
性
も
ま
た
、
東
京

刀
剣
倶
楽
部
が
栄
え
る
原
因
な
の
で
し

ょ
う
。�

（
持
田
具
宏
）

交
換
会
紹
介

東
京
刀
剣
倶
楽
部
準
大
会
を
開
催

　

香
合
と
は
、
お
茶
室
で
香
を
焚

く
た
め
の
、
お
香
を
入
れ
る
器
を

言
い
ま
す
。
茶
室
に
入
席
す
る
人

の
精
神
、
そ
し
て
茶
室
を
清
め
る

意
味
で
使
わ
れ
ま
す
。

　

海
野
勝
珉
は
、
刀
装
具
以
外
に

「
蘭
陵
王
」「
還
城
楽
」「
布
袋
片

切
彫
手
板
」
な
ど
多
く
の
名
品
を

世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
香
合
は
、
勝
珉
が
芳
州
叟

と
号
し
た
晩
年
の
作
で
、
小
さ
な

画
面
の
中
に
片
切
彫
で
馬
を
表

し
、
目
標
と
し
た
横
谷
宗
珉
に
劣

ら
ぬ
繊
細
さ
で
優
れ
た
力
量
を
感

じ
さ
せ
る
一
品
で
す
。

私
が
出
会
っ
た
珍
品･

逸
品

清
水 

儀
孝

片
切
彫
四
分
一
馬
図
香
合
　
銘 

芳
州
叟
勝
珉
刀
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壮
絶
に
闘
っ
た
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
の
意
外
な
日
常

　
『
幕
末
武
士
の
京
都
グ
ル
メ
日
記
―「
伊
庭
八
郎
征
西
日
記
」を
読
む
』

�

山
村
竜
也 

著
　
幻
冬
舎
新
書
　
定
価
七
八
〇
円
（
税
別
）

　

何
と
も
軽
薄
な
タ
イ
ト
ル
の
新
書
だ

と
思
っ
た
の
だ
が
、
副
題
に
「
伊い

庭ば

八

郎
征
西
日
記
」
う
ん
ぬ
ん
と
あ
る
。
伊

庭
八
郎
と
言
え
ば
、
隻せ

き

腕わ
ん

の
ラ
ス
ト
サ

ム
ラ
イ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
、
あ
の

伊
庭
八
郎
か
。

　

伊
庭
八
郎
秀ひ

で

頴さ
と

は
、
幕
臣
伊
庭
軍
兵

衛
秀ひ

で

業な
り

の
長
男
と
し
て
弘
化
元
年
（
一

八
四
四
）
に
誕
生
し
た
。
秀
業
は
、
下

谷
和
泉
橋
通
に
稽
古
場
を
構
え
る
心
形

刀
流
剣
術
の
八
代
目
。
八
郎
は
心
形
刀

流
の
修
行
に
励
み
、
剣
才
花
開
き
「
伊

庭
の
小
天
狗
」
と
異
名
を
取
る
ほ
ど
の

剣
客
に
成
長
し
た
。

　

そ
ん
な
八
郎
が
、
一
冊
の
日
記
を
書

き
残
し
て
い
る
。
日
記
は
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
の
正
月
に
徳
川
家い

え

茂も
ち

が

上
洛
し
た
際
、
二
十
一
歳
の
八
郎
が
講
武

所
剣
術
方
と
し
て
警
備
の
一
翼
を
担
っ
て

随
行
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
同
年
六
月

に
江
戸
へ
の
帰
途
に
就
く
と
こ
ろ
ま
で
が

書
か
れ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
な
の
は
そ
の
内
容
で
、「
西

征
日
記
」
と
い
う
勇
ま
し
い
タ
イ
ト
ル
と

は
裏
腹
に
、
今
日
は
ど
こ
に
観
光
に
行
っ

た
、
今
日
は
何
を
食
べ
た
と
い
う
、
ご
く

日
常
的
な
行
動
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

例
え
ば
、
一
月
二
十
一
日
「
澤
甚
の
鰻

は
都
一
番
だ
」
と
か
、
二
月
二
十
八
日
は

「
島
原（
遊
郭
）へ
見
物
に
行
っ
た
。
思
い
の

ほ
か
粗
末
だ
っ
た
」
と
か
、「
鞍
馬
山
に
参

詣
し
た
。
義
経
の
冑
、
同
じ
く
太
刀
、
弁

慶
の
太
刀
を
見
物
し
た
。
牛
若
丸
の
稽
古

場
の
天
狗
杉
、
そ
れ
か
ら
貴
船
へ
参
詣
し

た
」
と
か
、
二
月
二
十

八
日
「
御お

室む
ろ

仁
和
寺
、

嵯
峨
野
の
釈
迦
如
来

へ
参
詣
、
そ
れ
か
ら
愛

宕
山
に
登
る
」
な
ど
と
、

小
生
た
ち
と
同
じ
よ
う

に
京
都
を
楽
し
ん
で
い

る
。

　

そ
ん
な
中
、
三
月

六
日
「
父
上
は
お
仲
間
の
ご
用
の
た
め
、

夜
分
に
男お

谷だ
に

先
生
の
所
へ
行
か
れ
た
」と

あ
る
の
は
、直
心
影
流
の
剣
客
・
男
谷
下

総
守
精
一
郎
で
、
刀
剣
商
で
あ
る
わ
れ
わ

れ
の
間
で
は
源
清
麿
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
講
武
所

奉
行
並
に
な
り
、
講
武
所
内
で
重
き
を
な

し
て
い
た
。
享
年
六
十
七
。

　

そ
し
て
、
六
月
に
江
戸
へ
帰
る
際
、
琵

琶
湖
が
増
水
し
て
川
止
め
に
な
っ
た
時
に

池
田
屋
事
件
が
あ
り
、
呼
び
戻
さ
れ
る
と

い
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

八
郎
の
暢
気
な
日
記
を
読
ん
で
い
る
と
、

つ
い
忘
れ
そ
う
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
、

京
都
は
幕
末
の
動
乱
期
。
八
郎
は
な
ぜ
か

そ
う
い
う
政
治
的
な
こ
と
に
関
わ
ら
な
い

で
済
ん
で
い
た
が
、
つ
い
に
歴
史
の
大
波

が
八
郎
の
元
に
も
押
し
寄
せ
る
。

　

そ
の
後
の
伊
庭
八
郎
は
、
翌
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
五
月
、
将
軍
家
茂
が
長
州

征
伐
の
た
め
に
上
洛
す
る
の
に
随
行
。
そ

の
後
、
家
茂
が
急
死
、
慶
喜
が
将
軍
と
な

り
、
慶
応
三
年
十
月
に
大
政
奉
還
が
な
さ

れ
る
と
、
同
四
年
正
月
三
日
、
つ
い
に
戊

辰
戦
争
と
な
る
。

　

八
郎
に
と
っ
て
初
め
て
の
実
戦
と
な
っ

た
こ
の
日
、
敵
の
銃
弾
が
甲
冑
の
上
か
ら

胸
に
当
た
り
、
衝
撃
で
吐
血
し
卒
倒
す
る
。

　

こ
の
過
酷
な
体
験
以
後
の
八
郎
は
、「
西

征
日
記
」
を
書
い
た
同
一
人
物
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
激
烈
な
戦
士
に
な
る
。

　

江
戸
に
撤
退
の
三
月
、
恭
順
を
決
め
た

遊
撃
隊
か
ら
脱
走
、上
総
請じ

よ
う

西ざ
い

藩
主
林
忠た

だ

崇た
か

（
維
新
後
た
だ
一
人
華
族
に
な
れ
な
か
っ
た

大
名
）
の
軍
と
合
流
し
、
相
州
箱
根
の
関

を
押
さ
え
よ
う
と
進
軍
す
る
も
、
戦
闘
の

最
中
、
左
腕
を
切
断
さ
れ
る
重
傷
を
負
う
。

　

そ
れ
で
も
八
郎
の
戦
意
は
衰
え
ず
、
箱

館
の
旧
幕
府
軍
に
加
わ
り
、
遊
撃
隊
長
を

務
め
、
最
後
ま
で
幕
臣
の
意
地
を
貫
こ
う

と
し
た
八
郎
で
あ
っ
た
が
、新
政
府
軍
と
の

戦
闘
で
砲
弾
を
受
け
、
五
月
十
二
日
に
息

を
引
き
取
る
。
旧
幕
府
軍
も
同
十
八
日
に

降
伏
。徳
川
幕
府
は
歴
史
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
戊
辰
戦
争
は
男
一
人

の
人
生
を
こ
ん
な
に
も
変
え
て
し
ま
っ
た

の
か
と
思
う
と
、
誠
に
恐
ろ
し
い
。

　

最
後
に
、「
西
征
日
記
」
に
刀
剣
・
刀
装

具
を
買
っ
た
記
述
が
あ
る
。「
鐔
を
買
っ

た
。
代
金
は
三
分
二
朱
」「
目
貫
を
買
っ

た
。
代
金
は
一
両
一
分
だ
っ
た
」「
関
の

兼
□
（
虫
ば
み
）
の
脇
差
を
一
両
二
分
二

朱
で
買
っ
た
」「
龍
の
小
柄
を
求
め
、
代

金
は
三
両
だ
っ
た
」
と
の
記
述
で
あ
る
。

二
十
一
歳
の
幕
臣
が
買
え
る
も
の
が
ど
ん

な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
詳
し
く
知
り
た
い

も
の
で
あ
る
。�

（
持
田
具
宏
）

　

工
場
建
設
業
界
に
長
く
身
を
置
い
て

い
た
私
に
と
っ
て
、
お
客
さ
ま
に
竣
工

工
場
を
お
渡
し
す
る
時
に
所
有
権
の
移

転
と
い
う
手
続
き
・
行
事
が
あ
り
ま
す
。

所
有
権
の
移
転
は
、
お
客
さ
ま
・
建
設

業
者
双
方
に
と
っ
て
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

　

幾
星
霜
と
伝
わ
っ
た
刀
剣
と
同
列
に

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ご
縁
が
あ
っ
て
お

刀
を
入
手
し
た
際
は
自
身
で
所
有
者
変

更
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ

る
と
と
も
に
、
こ
の
お
刀
を
し
っ
か
り

と
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
責
任
を
感

じ
ま
す
。
貴
組
合
が
作
成
さ
れ
た
『
や

さ
し
い
か
た
な
』
の
巻
末
に
記
載
さ
れ

て
い
る
教
育
委
員
会
一
覧
か
ら
該
当
す

る
教
育
委
員
会
を
探
し
、
変
更
届
を
作

成
し
ま
す
。

　

都
道
府
県
に
よ
り
担
当
部
署
の
名
称

が
異
な
る
の
は
と
も
か
く
、
変
更
届
様

式
に
縦
横
が
あ
る
の
は
ど
う
か
と
思
い

ま
す
。
以
前
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
の
道
府
県
教
育
委
員
会
は
縦
で
す

が
、
貴
組
合
、
東
京
・
新
潟
・
愛
知
・

香
川
・
大
分
の
各
教
育
委
員
会
の
様
式

は
横
で
し
た
。

　

刀
剣
の
世
界
は
折
紙
、
鞘
書
、
鑑
定

書
、
登
録
証
も
す
べ
て
縦
文
化
で
す
の

で
、
変
更
届
も
縦
に
統
一
さ
れ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。
縦
の
方
が
銘
の
雰
囲
気

も
伝
わ
り
、
誤
記
も
減
る
と
思
い
ま
す
。

　

変
更
届
出
に
関
し
て
は
銃
砲
刀
剣
類

所
持
等
取
締
法
第
十
七
条
に
詳
細
が
あ

り
、
そ
の
３
項
に
よ
れ
ば
届
出
を
受
理

し
た
都
道
府
県
教
育
委
員
会
は
そ
の
旨

を
刀
剣
所
有
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
ま
す
。

　

仮
に
私
が
正
宗
を
所
有
し
た
場
合
、

教
育
委
員
会
的
に
は
「
正
宗
の
所
有
者

は
鈴
木
に
な
っ
た
」、
公
安
委
員
会
的

に
は
「
鈴
木
は
正
宗
と
い
う
刀
を
所
有

し
て
い
る
」
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。
適

正
な
変
更
届
が
な
い
と
、
両
委
員
会
の

記
録
が
更
新
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
新
所

有
者
に
は
ご
自
身
に
よ
る
二
十
日
以
内

の
変
更
届
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
下

手
を
す
る
と
、
鈴
木
は
た
く
さ
ん
の
刀

を
所
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

登
録
証
の
内
容
変
更（
誤
字
の
修
正
）

を
一
度
経
験
し
ま
し
た
。
登
録
証
は
長

曽
根・

虎・

徹
、
実
物
は
長
曽
祢
乕
徹
で
あ

り
、
茎
の
押
形
を
登
録
先
教
育
委
員
会

に
送
っ
て
誤
字
を
指
摘
し
た
ら
、
登
録

審
査
と
同
様
の
流
れ
で
現
物
確
認
後
に

新
し
い
登
録
証
が
無
料
で
発
行
さ
れ
、

古
い
登
録
証
は
引
替
で
返
納
し
ま
し
た
。

登
録
日
・
番
号
・
教
育
委
員
会
は
元
の

ま
ま
で
し
た
。

　

現
物
確
認
は
サ
ビ
と
ホ
コ
リ
の
中
で

の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
研
磨
済
み

の
刀
で
し
た
の
で
審
査
委
員
に
丁
寧
に

扱
う
よ
う
お
願
い
し
、
気
持
ち
よ
く
対

応
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

変
更
届
と
登
録
証
に
つ
き
最
近
感
じ

て
い
る
こ
と
を
書
い
て
み
ま
し
た
。

　

末
尾
な
が
ら
貴
組
合
の
ま
す
ま
す
の

発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

所
有
者
変
更
届
は
ご
自
身
で
、で
き
れ
ば

縦
書
き
で�

刀
剣
愛
好
家
　
鈴
木 

光
寿

寄 稿

�

ベ
ル
ギ
ー
通
信
編

　

寒
い
！　

シ
ベ
リ
ア
か
ら
マ
イ
ナ
ス

二
十
度
の
寒
気
が
南
下
し
、
日
本
列
島

を
覆
っ
て
い
る
。
夏
の
暑
い
日
も
か
っ

た
る
い
が
、
寒
い
の
も
着
替
え
て
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
出
る
気
が
起
こ
ら
な
い
。

そ
ん
な
時
、
俺
の
元
に
ベ
ル
ギ
ー
か
ら

自
転
車
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
活
動
報
告
が

届
い
た
。
今
日
は
ブ
ル
ブ
ル
震
え
る
健

脚
商
売
で
な
く
、
職
場
で
暖
を
取
り
な

が
ら
こ
れ
を
紹
介
し
、
お
茶
を
濁
す
。

　

報
告
主
は
リ
ュ
ッ
ク･

タ
ー
ル
マ
ン

さ
ん
。
ア
ー
キ
テ
ク
ト（
建
築
設
計
士
）

そ
し
て
考
古
学
者
で
あ
り
、
甲
冑
愛
好

家
と
し
て
俺
と
つ
な
が
っ
て
い
る
が
、

サ
イ
ク
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た

の
は
最
近
だ
。
何
と
自
ら
チ
ー
ム
オ
ー

ナ
ー
兼
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な
り
、
自
分
で

も
ペ
ダ
ル
を
回
す
。
チ
ー
ム
名
は
Ｗ
Ｔ

Ｃ
オ
イ
セ
ル
ジ
ェ
ム
。
百
二
十
名
も
の

ク
ラ
ブ
員
が
い
て
、
自
分
が
建
て
た
屋

敷
を
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と
し
て
仲
間
に
開

放
し
て
い
る
様
子
。お
ー
い
、俺
の
ス
ポ

ン
サ
ー
に
も
東
京
で
な
っ
て
く
れ
よ
ー
。

　

そ
の
内
容
は
め
ち
ゃ
速
ク
ラ
ス
、
ち

ょ
い
速
ク
ラ
ス
、
ゆ
っ
く
り
ク
ラ
ス
の

三
部
に
分
け
て
の
活
動
。
め
ち
ゃ
速
は

七
時
間
、
二
百
キ
ロ
越
え
の
長
距
離
を

こ
な
す
ハ
ー
ド
コ
ア
サ
イ
ク
リ
ス
ト
た

ち
。
距
離
を
申
告
し
て
ポ
イ
ン
ト
制
コ

ン
ペ
も
し
て
い
る
。
リ
ュ
ッ
ク
さ
ん
は

ち
ょ
い
速
ク
ラ
ス
の
様
子
。
休
憩
は
女

性
店
員
が
入
れ
て
く
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
を

テ
ラ
ス
カ
フ
ェ
で
。
ま
た
ゆ
っ
く
り
ク

ラ
ス
に
は
女
性
サ
イ
ク
リ
ス
ト
も
多
く
、

走
行
後
は
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を
楽
し
む

様
子
。
お
ー
い
、
俺
を
Ｗ
Ｔ
Ｃ
オ
イ
セ

ル
ジ
ェ
ム
の
ゆ
っ
く
り
ク
ラ
ス
に

混
ぜ
て
く
れ
よ
ー
。

　

遮
る
も
の
が
全
く
な
い
美
し
い

田
園
風
景
、
市
街
地
に
整
備
さ
れ

る
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
。
ト
ム
・

ボ
ー
ネ
ン
ら
著
名
選
手
と
並
ぶ
リ

ュ
ッ
ク
さ
ん
、
ま
る
で
欧
州
の
レ

ー
ス
の
取
材
風
景
の
よ
う
。
三
月

初
め
に
は
ま
ず
五
十
キ
ロ
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
に
出
る
予
定
で
心
待
ち

と
か
。
お
い
っ
、
せ
っ
か
く
な
ん

だ
か
ら
も
う
少
し
走
れ
よ
…
…
そ

ん
な
写
真
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

黒
地
に
緑
の
オ
フ
セ
ッ
ト
ス
ト
ラ
イ

プ
の
ジ
ャ
ー
ジ
は
タ
ー
ル
マ
ン･

ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
の
ロ
ゴ
入
り
。
そ
れ
を

着
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
う
ら
や
ま
し
い
。

お
ー
い
、
そ
の
ジ
ャ
ー
ジ
、
俺
に
も
分

け
て
く
れ
よ
。
サ
イ
ズ
は
Ｓ
だ
ぞ
ー
。

　

日
本
製
甲
冑
愛
好
家
と
し
て
は
、
ほ

か
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に

早
乙
女
鉢
や
、
鉄
錆
地
目
ノ
下
頬
当
な

ど
工
芸
性
の
高
い
も
の
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
し
か
し
、
今
は
中
世
の
機
能
と
美

が
両
立
し
た
も
の
へ
と
興
味
の
対
象
が

移
り
つ
つ
あ
る
様
子
で
、
第
二
段
階
に

入
っ
た
。
彼
の
友
人
で
あ
る
日
本
在
住

の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
甲
冑
と
関
連
資
料
の

愛
好
家
、
ヨ
ー･

ア
ン
セ
ウ
さ
ん
の
影

響
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
ん
な
リ
ュ
ッ
ク
さ
ん
が
俺
に
は
頼

も
し
く
思
え
る
。
お
ー
い
、
飽
き
た
も

の
を
俺
に
売
っ
て
よ
。
そ
の
時
は
安
く

ね
ー
。�

（
綱
取
譲
一
）
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

１月15日　清水理事長・嶋田専務理事が刀剣評価査定のた
め（公財）日本美術刀剣保存協会を訪問

８日　銀座刀剣倶楽部会場において『刀剣界』第39号編集
委員会を開催（再校）。出席者、清水理事長・服部副理
事長・嶋田専務理事・綱取常務理事・木村理事・生野理
事・瀬下理事・冥賀理事・赤荻監事・深海顧問・土子氏

16日　全刀会終了後、東京美術倶楽部において『刀剣界』
第40号編集委員会を開催（企画）。出席者、清水理事長・
伊波副理事長・服部副理事長・嶋田専務理事・佐藤常務
理事・綱取常務理事・大平理事・木村理事・生野理事・
瀬下理事・冥賀理事・赤荻監事・深海顧問・土子氏

17日　東京美術倶楽部において組合交換会を開催。参加52
名、出来高12,787,500円

18日　刀剣博物館新築落成記念式典・祝賀会が第一ホテル
両国において開催され、清水理事長・伊波副理事長・服
部副理事長・嶋田専務理事ほか役員・組合員多数が出席

25日　産経新聞社・ジャパンフォワード推進機構を清水理
事長・服部副理事長・嶋田専務理事が訪問、海外向け広
告の件につき関根氏と打ち合わせ

２月６日　高岩節夫氏表彰の件で同氏宅を清水理事長・嶋
田専務理事が訪問

16日　全刀会終了後、東京美術倶楽部において『刀剣界』
第40号編集委員会（初校）・刀剣評価鑑定士実行委員会
を開催。出席者、清水理事長・伊波副理事長・服部副理
事長・嶋田専務理事・佐藤常務理事・大平理事・木村理
事・生野理事・瀬下理事・冥賀理事・深海顧問・土子氏

17日　東京美術倶楽部において組合交換会を開催。参加50
名、出来高6,906,000円

17日　東京美術倶楽部において第７回理事会を開催。出席
者、清水理事長・伊波副理事長・服部副理事長・嶋田専
務理事・佐藤常務理事・綱取常務理事・大平理事・木村
理事・猿田理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・冥賀
理事・吉井理事・赤荻監事・大西監事

26日　清水理事長・嶋田専務理事が刀剣評価査定のため（公
財）日本美術刀剣保存協会を訪問

組合こよみ（平成30年1～2月）
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刀剣業界の情報紙である『刀剣界』では、記事を募集しています。ニュースや催事情報、イベント・リポート、ブック・レビュー、随筆・意見・感想など、何でも結構で
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徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
刀
剣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
展
Ⅱ
」

鮮
明
な
乱
れ
映
り
と
華
や
か
な
刃
文
が
蘇
っ
た「
燭
台
切
光
忠
」

高
崎
髙
島
屋
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
刀
工 

宮
入
小
左
衛
門
行
平
展
」を
開
催

　

関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
水
戸
徳
川

家
の
名
刀
「
燭し

よ
く

台だ
い

切ぎ
り

光
忠
」
の
再
現
作

が
茨
城
県
水
戸
市
に
あ
る
徳
川
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
お
い
て
一
月
二
十
日
か
ら
公

開
展
示
さ
れ
ま
し
た
（
四
月
八
日
ま

で
）。

　

燭
台
切
光
忠
は
女
性
に
人
気
の
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム「
刀
剣
乱
舞-ONLINE-

」

に
擬
人
化
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
刀
剣

男
士
）
と
し
て
登
場
し
、
高
い
人
気
を

得
て
い
ま
す
。

　

本
刀
の
来
歴
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、

水
戸
徳
川
家
の
刀
剣
台
帳

「
武ぶ

庫こ

刀と
う

纂さ
ん

」
に
よ
る
と
、

仙
台
藩
主
の
伊
達
政
宗
の
近

臣
の
一
人
が
罪
を
犯
し
燭
台

の
陰
に
隠
れ
て
い
た
と
こ

ろ
、
政
宗
が
こ
れ
を
燭
台
も

ろ
と
も
切
り
倒
し
た
と
の
伝

承
に
由
来
し
ま
す
。
徳
川
光

圀
が
幼
年
の
こ
ろ
、
政
宗
の

邸
宅
に
て
刀
を
身
近
に
置
き

な
が
ら
政
宗
当
人
か
ら
燭
台

切
の
こ
と
を
語
り
聞
か
さ
れ

ま
し
た
。
光
圀
は
こ
の
刀
を

欲
し
ま
す
が
、
お
気
に
入
り

の
品
だ
か
ら
と
一
度
は
断
ら

れ
る
も
の
の
、
最
後
は
刀
を

頂
い
て
帰
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東

大
震
災
に
よ
る
火
災
で
、
燭
台
切
光
忠

は
他
の
多
く
の
名
刀
と
と
も
に
焼
失
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
体
が
焼
け
て
黒

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
往
時
の
刀
姿

を
残
し
、
刀
身
の
表
面
は
き
れ
い
で
し

た
。
茎
に
は
火
事
の
高
熱
で
溶
け
た
金

鎺
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

水
戸
徳
川
家
を
代
表
す
る
児こ

手の
て

柏が
し
わ

包

永
と
燭
台
切
光
忠
を
再
現
す
る
「
刀
剣

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
平
成
二
十
八
年
に

始
動
し
、
そ
の
歴
史
的
価
値
を
明
ら
か

に
し
、
現
代
刀
匠
が
鍛
刀
す
る
こ
と
で

伝
統
文
化
を
守
り
、
学
び
伝
え
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

児
手
柏
包
永
は
月
山
貞
利
刀
匠
が
依

頼
さ
れ
、
昨
年
五
月
に
写
し
を
製
作
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
燭
台
切
光
忠
の
写
し
を
完

成
さ
れ
た
宮
入
法
廣
刀
匠
は
、
人
間
国

宝
で
あ
っ
た
隅
谷
正
峯
師
の
弟
子
で
、

備
前
伝
の
作
風
を
得
意
と
し
長
野
県
無

形
文
化
財
保
持
者
に
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
二
年
に
は
長
船
景
光
写

し
の
短
刀
で
新
作
名
刀
展
正
宗
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

燭
台
切
光
忠
の
刃
文
を
今
に
伝
え
る

も
の
は
「
武
庫
刀
纂
」
の
押
形
の
み
で

す
が
、
鮮
明
な
乱
れ
映
り
が
立
ち
、
丁

子
乱
れ
に
蛙
子
丁
子
を
交
え
、
帽
子
は

浅
く
の
た
れ
て
小
丸
に
返
る
も
の
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
宮
入
刀
匠
は
こ
れ
ら
の

資
料
を
再
三
調
査
さ
れ
、
約
二
年
を
か

け
て
乱
れ
映
り
と
華
や
か
な
刃
文
を
焼

く
燭
台
切
光
忠
を
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

徳
川
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
ほ
か
に
、

重
要
美
術
品
に
認
定
さ
れ
た
名
物
「
鉋

切
長
光
」
と
号
の
あ
る
長
船
長
光
作
の

小
太
刀
や
、
畠
田
守
家
の
太
刀
、
被
災

刀
で
は
「
池
田
光
忠
」
や
「
上
下
龍
正

宗
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

�

（
冥
賀
亮
典
）

関東大震災で被災した燭台切光忠（右）と宮入法廣刀匠の再現作
（写真提供／徳川ミュージアム）

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

　

去
る
平
成
一
月
三
十
日
か
ら
二
月
六

日
ま
で
、
高
崎
髙
島
屋
五
階
ア
ー
ト
ギ

ャ
ラ
リ
ー
に
て
「
刀
工 

宮
入
小
左
衛

門
行
平
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
崎
髙
島
屋
で
の
二
度
目
の
開
催
と

な
る
今
回
も
、
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
新
作
を
展

示
販
売
す
る
中
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
の
あ
る
二
月
三
日
は
特
に
会
場
も
賑

わ
い
、
用
意
さ
れ
て
い
た
席
を
途
中
で

さ
ら
に
追
加
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
満
場
の

お
客
さ
ま
の
聞
き
入
る
中
、
宮
入
小
左

衛
門
行
平
師
が
作
刀
す
る
上
で
の
意
識

や
、
名
刀
に
つ
い
て
、
ま
た
現
代
の
弟

子
事
情
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
話
題
に

つ
い
て
の
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
「
古
名
刀
を
ま
る
ま
る
再

現
す
る
の
で
は
な
く
、
今
あ
る
素
材
と

今
あ
る
技
術
で
古
名
刀
の
中
の
“
美
し

い
と
思
う
部
分
”
を
汲
み
取
っ
て
表
現

す
る
」
と
い
う
言
葉
が
特
に
私
の
心
に

残
り
ま
し
た
。

　

日
本
刀
が
実
用
の
道
具
で
な
く
な
っ

た
現
代
、
そ
れ
で
も
日
本
刀
を
作
る
刀

鍛
冶
た
ち
は
人
そ
れ
ぞ
れ
本
当
に
さ
ま

ざ
ま
な
理
念
を
持
っ
て
作
刀
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
で
、
宮
入
小
左
衛
門
行

平
伝
と
も
い
う
べ
き
作
風
は
そ
の
理
念

か
ら
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
な
と
、
深
く

納
得
し
ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

の
最
後
に
は
、
質
疑
応
答
の
時
間
も
あ

り
、
ご
来
場
の
皆
さ
ま
に
は
と
て
も
満

足
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
個
展
に
は
、
賛
助
出
品

と
し
て
宮
入
小
左
衛
門
行
平
一
門
の
川

﨑
晶
平
・
河
内
一
平
・
上
山
輝
平
、
そ

し
て
私
根
津
秀
平
の
作
品
も
展
示
し

ま
し
た
。
刀
剣
の
入
札
鑑
定
で
も

“
同
然
”
と
い
う
く
ら
い
で
、
同

じ
師
の
元
で
修
業
し
て
い
る
わ
け

で
す
の
で
、
現
代
刀
全
体
の
中
で

見
れ
ば
も
ち
ろ
ん
あ
る
程
度
似
て

い
る
作
風
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
で
も
並
べ
て
み
れ
ば
歴
然
の

差
が
あ
り
、
技
術
や
経
験
そ
し
て

理
念
の
差
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
中
に
あ
っ

た
師
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、“
名

刀
の
解
釈
の
仕
方
”
の
違
い
に
よ

る
も
の
も
大
き
い
の
か
と
認
識
を

深
め
た
次
第
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
多
く
の

人
々
に
作
品
を
見
て
い
た
だ
き
、
そ
し

て
実
際
に
お
客
さ
ま
と
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
こ
の
よ
う
な
機
会
に
感
謝

し
つ
つ
、
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
刀
工 

根
津
秀
平
）

宮入小左衛門行平氏のギャラリートーク風景

　

第
十
二
回
「
お
守
り
刀
展
覧
会
」
は

二
月
六
日
㈫
～
三
月
二
十
五
日
㈰
、
林

原
美
術
館
（
岡
山
市
北
区
丸
の
内
二-

七-

一
五 

☎
〇
八
六-

二
二
三-

一
七
三

三
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
初
日
、
同
美
術
館
に
お
い
て
授

賞
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
受
賞
者
は
次

の
通
り
。

文
部
科
学
大
臣
賞　

上
山
陽
三

〈
総
合
の
部
〉

一�

席
・
ワ
コ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興

財
団
賞　

加
藤
賀
津
雄

二�

席
・
山
陽
新
聞
社
賞　

根
津
啓

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
税
収
ア
ッ
プ
を
狙

っ
て
各
自
治
体
が
ユ
ニ
ー
ク
な
返
礼
品

を
用
意
す
る
中
、
三
重
県
桑
名
市
が
特

産
品
な
ど
の
モ
ノ
だ
け
で
は
な
く
体
験

型
の
コ
ト
を
用
意
し
、
話
題
を
呼
ん
で

い
る
。

　

そ
の
一
つ
「
刀
剣
の
取
り
扱
い
体
験
」

は
、
同
市
に
一
万
円
以
上
の
ふ
る
さ
と

納
税
（
寄
付
）
を
し
た
人
が
選
べ
、
市

博
物
館
の
学
芸
員
の
指
導
で
、
手
入
れ

や
鑑
賞
の
仕
方
を
学
ぶ
と
い
う
も
の
。

三
月
十
一
日
の
午
前
と
午
後
の
二
回
、

計
六
人
限
定
で
参
加
で
き
る
こ
と
と
し
、

二
月
十
六
日
午
前
十
時
に
受
け
付
け
を

三�

席
・
林
原
美
術
館
館
長

賞  

久
保
善
博

四�

席
・
全
日
本
刀
匠
会
賞  

藤
澤
良
吉

佳
作  

木
村
光
宏

〈
刀
身
の
部
〉

一�

席
・
岡
山
県
知
事
賞 

上
山
陽
三

二�

席
・
坂
城
町
長
賞 

加

藤
賀
津
雄

三�

席
・
熊
本
県
教
育
委
員
会
賞  

月
山

一
郎

四�

席
・
テ
レ
ビ
せ
と
う
ち
賞  

根
津
啓

五�

席
・
熊
本
放
送
賞  

木
村
光
宏

六�

席
・
全
日
本
刀
匠
会
賞 

河
内
一

平
七�

席
・
全
日
本
刀
匠
会
賞  

久
保
善

博
八�

席
・
全
日
本
刀
匠
会
賞　

松
葉
一

路
〈
外
装
の
部
〉

一�

席
・
熊
本
県
知
事
賞　

藤
澤
良
吉

二�

席
・
岡
山
県
教
育
長
賞　

久
保
善

博
三�

席
・
島
田
美
術
館
館
長
賞　

木
村

光
宏

〔
特
別
賞
〕
日
立
金
属
賞　

上
山
陽

三
始
め
た
と
こ
ろ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で

話
題
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
午
後
〇

時
半
ご
ろ
に
〝
完
売
〟
と
な
っ
た
。
市

で
は
第
二
弾
も
検
討
す
る
と
い
う
。

　

返
礼
品
に
体
験
型
を
加
え
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
昨
年
十
～
十
二
月

に
開
催
し
た
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

イ
ベ
ン
ト
「
桑
名
本
物
力
博
覧
会
」
だ

っ
た
。
六
十
件
以
上
あ
っ
た
イ
ベ
ン
ト

の
中
で
も
刀
剣
の
取
り
扱
い
体
験
は
非

常
に
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ

と
納
税
と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
観
光
客

の
呼
び
込
み
に
も
使
え
る
と
見
込
ん
だ
。

　

体
験
型
と
し
て
は
ほ
か
に
、
重
要
文

〔
特
別
賞
〕
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国

大
使
賞　

上
山
陽
三

　

在
広
島
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
名
誉
総

領
事
館
で
は
、
開
設
以
来
、
日
本
と
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
経
済
的
・
文
化
的
交
流
の

促
進
に
向
け
て
尽
力
し
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
本
展
の
特
別
賞
「
駐
日

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
賞
」
が
設
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
賞
の
決
定
に
当
た

っ
て
は
、
優
れ
た
作
品
数
点
が
ヤ
ツ
ェ

ク
・
イ
ズ
ィ
ド
ル
チ
ク
駐
日
ポ
ー
ラ
ン

ド
共
和
国
大
使
に
推
薦
さ
れ
、
そ
の
中

か
ら
同
大
使
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
。

　

な
お
「
お
守
り
刀
展
覧
会
」
出
品
作

品
は
、
展
覧
会
終
了
後
の
四
月
二
十
五

日
㈬
～
五
月
一
日
㈫
、
岡
山
髙
島
屋

（
岡
山
市
北
区
本
町
六-

四
〇 

☎
〇
八

六-

二
三
二-

一
一
一
一
）
に
て
展
示
販

売
さ
れ
る
。

化
財
六
華
苑
で
プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン

に
よ
る
思
い
出
撮
影
（
八
万
円
以
上
）

や
、明
治
・
大
正
期
の
文
化
に
浸
る
「
ハ

イ
カ
ラ
さ
ん
の
衣
装
を
着
て
六
華
苑
散

策
＆
Ｒ
ｏ
ｃ
ｃ
ａ
で
ラ
ン
チ
」（
三
万

円
以
上
）
も
用
意
し
た
。
い
ず
れ
も
通

年
企
画
。
市
で
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
を

機
に
、
多
く
の
人
に
桑
名
に
足
を
運
ん

で
ほ
し
い
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　

総
務
省
の
要
請
を
受
け
て
、
お
得
感

の
あ
る
資
産
性
の
高
い
返
礼
品
は
除
外

さ
れ
る
傾
向
の
中
、
こ
れ
か
ら
の
ふ
る

さ
と
納
税
は
ア
イ
デ
ア
競
争
に
な
り
そ

う
だ
。

「
お
守
り
刀
展
」会
場
は
初
の
林
原
美
術
館

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼「
刀
剣
の
取
り
扱
い
」が〝
即
日
完
売
〟

上山刀匠（左）と駐日ポーランド共和国大使（撮影／トム岸田）

刀
剣
・
宝
飾
品
・
高
級
腕
時
計
・ダ
イ
ヤ

紀
伊
国
屋

〒
３
７
２
–
０
８
１
２

群
馬
県
伊
勢
崎
市
連
取
町
一
八
三
六
–
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
○
二
七
○
–
二
六
–
七
七
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
○
二
七
○
–
二
六
–
八
八
七
八

代
表松
浦 

孝
子
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催 事 情 報

■薬師寺
　〒630-8563 奈良市西ノ京町457
　☎0742-33-6001　http://www.nara-yakushiji.com/

噂の刀展Ⅲ
　（一財）日本刀剣博物技術研究財団・㈱ブレストシー
ブのご協力により、昨今の刀剣ブームで話題となって
いる数々の刀剣を特別展示します。
主�な展示品：構成・展示品は変更となる場合があります。
　�秘仏：不動明王坐像（江戸時代）・四天王立像（東

塔安置、平安時代）
　�村正・左文字とその一門・同田貫・長曾祢虎徹・清麿・

長谷部・和泉守兼定（之定）・和泉守兼定（11代）・国広・
加州清光・大和守安定・伝沖田総司の所持刀剣正繁・
陸奥守吉行・二字国俊・来国行・不動国行写し・五
条国永・長光・景光・一・真田幸村の所持刀剣正宗・
ソハヤノツルキ写しなど80点以上を展示予定
会期：平成30年２月８日㈭～４月８日㈰
会場：薬師寺 聚宝館

■島田市博物館
　〒427-0037 静岡県島田市河原１-５-50
　☎0547-37-1000　http://shimahaku.jp/

第73回企画展「音にきこゆるvol.２～島田の刀鍛冶と名刀写しの美」 
　古来より刀匠たちは偉大なる先人の打った名刀に憧
れ、その名刀を“写す”ことで自らの腕を磨きました。
新しい作風を目指しつつも名刀を写すという営みは、
決して昔の出来事ではなく、現在の刀匠たちにも脈々
と受け継がれています。今回の企画展は、日本各地の
名刀に影響を受け、その姿を写しながら発展していっ
た義助・助宗・広助に代表される島田鍛冶の刀剣と、
現代の刀工が鍛えた「厚藤四郎」「小烏丸」「ソハヤノ
ツルキ」などの名刀写し一堂に展示します。
会期：３月17日㈯～４月15日㈰

■都城歴史資料館
　〒885-0083 宮崎県都城市都島町803（城山公園内）
　☎0986-25-8011　http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp

企画展「日本刀の世界～後世に伝えたい技と美～」 
　わが国を代表する美術工芸品で、世界から「鉄の芸
術」と評価される日本刀。本展では、都城の刀工によっ
て鍛えられた古刀や新刀を中心に、国貞（２代）・祐定
などの刀剣も展示します。併せて、拵・鐔・小柄・目
貫など刀装具も展示し、日本刀の魅力をお伝えします。
会期：３月９日㈮～４月22日㈰　月曜休館
関連行事：刀剣講座「日本刀の魅力」
　３月25日㈰・４月８日㈰14:00～16:00
※�詳細は都城市教育委員会文化財課（☎0986-23-9547）

まで

■毛利博物館
　〒747-0023 山口県防府市多々良１-15-１
　☎0835-22-0001　http://www.c-able.ne.jp/~mouri-m/

企画展「お雛さま」 
　女の子の幸せを願う「桃の節句」に合わせ、
恒例となりました毛利家のお雛さまを公開し
ます。今回は、明治維新から150年を経た記
念の年であることから、幕末維新の激動をく
ぐり抜けた、長州（萩）藩主毛利敬親の夫人都
美姫所用の「有職雛」と「次郎左衛門雛」を
併せて公開します。そのほか、大名家の婚礼
道具を小さく模した雛道具も展示します。

印刷／株式会社日刊企画

■森記念秋水美術館
　〒930-0066 富山市千石町１-３-６
　☎076-425-5700　http://www.mori-shusui-museum.jp/

日本刀 地鉄の秘密 刃文の不思議
　日本刀は、武器として生まれ発達
してきました。その一方で、日本刀
は高位の者に対する献上物や家臣へ
の褒美など、主に武士や貴族の間で
は贈答品の一つとして盛んに用いら
れてきました。また寺社への奉納品
など、神聖なものとしても扱われて
います。これは日本刀が単に武器と
しての実用性だけではなく、武士や
貴族の表道具として「美」を追求し
た存在であったからです。さらに今
日、日本刀は「鉄の芸術」と呼ばれ、
その審美性の高さから世界中の美術
愛好家からも注目されています。
　今回の展示では、刀工が鍛錬する
ことで表れた鉄の層が織りなす「地

鉄」と呼ばれる文様や、焼入れによっ
て作られ刃先に浮かび上がる「刃文」
の美しい形と輝きなど、日本刀の審
美的な見どころにスポットを当て、
その奥深い魅力をわかりやすくご紹
介します。
　日本刀には地鉄や刃文が同じもの
は一つとしてなく、刀が作られた時
代や地域、刀工によってさまざまな
バリエーションが存在します。刀身
をキャンバスに見立て、高度な審美
性を日本刀の中に織り込んだ刀工の
名作をご覧ください。
会�期：１月５日㈮～５月27日㈰　月

曜休館（祝日の場合は開館、翌日
休館）

■香雪美術館
　〒658-0048 兵庫県神戸市東灘区御影郡家２-12-１
　☎078-841-0652　http://www.kosetsu-museum.or.jp/

　香雪美術館は『朝日新聞』の創立
者、村山龍平（1850～1933、号香雪）
が集めた美術工芸品を収蔵し、昭和
48年（1973）に開館しました。コレ
クションは武具・仏教美術から書
画・茶道具に至る、日本・東洋古美
術の各ジャンルを網羅しています。
　村山龍平の美術品収集は、まず刀
剣から始まりました。伊勢国田丸
藩（現在の三重県度会郡玉城町）の
藩士の家の出身で父守雄の影響もあ
り、青年時代には伊勢の刀匠を訪ね
歩き、京都や大阪の刀剣鑑定会には

必ず出席し、時には刀剣商にも出向
くほどでした。特に古刀を好み、当
初の状態をとどめた「その時代その
ままのもの」を重視し、「地鉄」と「姿」
にこだわったと言われます。
　本展では、村山龍平コレクション
の中より重文「太刀 銘正恒」（鎌倉
時代）や、「太刀 銘江州甘呂俊長」（南
北朝時代）などの刀剣、甲冑の名品
を、京都国立博物館所蔵の作品と併
せてご紹介します。
会�期：３月１日㈭～４月８日㈰　月

曜休館

コレクション展「刃金の美─刀剣・甲冑名品展─」 

お
知
ら
せ

■
品
触
れ

　

左
記
に
つ
き
照
会
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
心
当
た
り
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
直
ち
に
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
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短
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長
さ
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目
釘
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奥
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平
良
朝
臣
元
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文
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巳
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大
阪
第
四
〇
九
一
三
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昭
和

三
十
八
年
五
月
七
日
交
付
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短
刀
（
現
代
刀
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長
さ
二
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勝
沼
住
行
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山
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第
二
三
〇
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一
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平
成
二
十
八
年
五
月
九
日
交
付

　

連
絡
先
＝
警
視
庁
東
大
和
警
察
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刑

事
組
織
犯
罪
対
策
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盗
犯
捜
査
第
二
係　

☎
〇
四
二-

五
六
六-

〇
一
一
〇

─
＊
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■
訂
正

　

本
紙
前
号
の
記
事
中
、
米
野
純
夫
様
の

訃
報
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
享
年
七
十
九
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

　

関
鍛
冶
伝
承
館
（
〒
５
０
１-

３
８
５
７ 

岐
阜
県
関

市
南
春
日
町
９-

１ 

☎
０
５
７
５-

２
３-

３
８
２
５
）

で
１
月
20
日
㈯
か
ら
３
月
26
日
㈪
ま
で
開
催
さ
れ
て
い

る
館
蔵
品
展
「
関
鍛
冶
伝
承
館
へ
の
贈
り
物
」
が
、
あ

ら
た
め
て
当
地
の
歴
史
に
光
を
当
て
る
も
の
と
話
題
を

呼
ん
で
い
る
。

　

収
蔵
庫
に
眠
っ
て
い
た
鍛
冶
道
具
や
刀
剣
・
刀
匠
に

ま
つ
わ
る
資
料
、
寄
贈
品
な
ど
を
展
示
す
る
が
、
中
に

は
、
昭
和
初
期
に
開
設
さ
れ
た
刀
工
を
育
成
す
る
た
め

の
「
日
本
刀
鍛
錬
塾
」
の
関
係
資
料
も
あ
る
。

　

初
公
開
さ
れ
た
の
は
、
日
本
刀
鍛
錬
塾
の
看
板
。
冒

頭
に
「
魂
之
聖
地
」
と
書
か
れ
、
続
い
て
「
日
本
精
神

ヲ
忘
ル
勿
レ
」
な
ど
塾
生
の
心
構
え
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
塾
は

戦
後
、

連
合
国

軍
総
司

令
部
の

占
領
政

策
に
よ

り
日
本
刀
の
製
作
が
禁
止
さ
れ
た
の
に
伴
い
閉
鎖
さ
れ

た
。
現
在
の
関
鍛
冶
伝
承
館
は
、
そ
の
跡
地
に
建
つ
。

　

ま
た
、
関
市
出
身
の
洋
画
家
・
三
浦
勝
治
氏
（
１
９

１
７
～
２
０
１
６
）
が
、
同
市
で
毎
年
開
か
れ
て
い
る

刀
祖
祭
で
実
演
さ
れ
る
古
式
日
本
刀
鍛
錬
の
様
子
を
写

し
た
ス
ケ
ッ
チ
を
展
示
。
ほ
か
に
、「
志
津
三
郎
兼
氏
」

の
商
号
で
小
刀
や
カ
ミ
ソ
リ
を
製
作
し
て
い
た
福
地
家

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
小
刀
鍛
冶
道
具
や
、
愛
媛
県
西
条
市

の
今
井
家
か
ら
廃
業
後
に
寄
贈
さ
れ
た
「
今
井
刀
匠
鍛

冶
道
具
」、
明
治
時
代
に
大
隈
重
信
が
刀
を
造
っ
て
も

ら
っ
た
関
鍛
冶
へ
の
礼
状
な
ど
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

刀
剣
も
十
数
振
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
同
館
で
は
関
鍛
冶
の
歴
史
や
刀
装
具
な
ど
、

貴
重
な
資
料
を
常
に
公
開
し
て
い
る
。
刀
剣
展
示
室
に

は
、
関
を
代
表
す
る
刀
工
、
兼
元
や
兼
定
ら
の
作
品
が
、

二
階
に
は
ハ
サ
ミ
や
包
丁
な
ど
近
現
代
の
刃
物
製
品
、

カ
ス
タ
ム
ナ
イ
フ
作
家
の
ナ
イ
フ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
ほ

か
、
国
内
外
の
ナ
イ
フ
作
家
の
作
品
が
一
堂
に
展
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
月
、
近
在
の
刀
匠
や
刀
職
ら
の

実
演
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
火
曜
休
館
。

日
本
刀
鍛
錬
塾
の
伝
統
を
伝
え
る
関
鍛
冶
伝
承
館

日本刀鍛錬塾塾長の渡辺兼
永師（右）と塾生の金子孫六

第10回記念名刀鑑賞大会のご案内
　刀有会（志塚徳行会長）では第10回記念名刀鑑賞大会を下記の通り開催し
ます。埼玉県内の名刀を一堂に展示します。ご参加をお待ち申し上げます。

１．日　時　５月５日㈯　　鑑賞会　13～16時　　懇親会　18～20時
２．会　場　パレスホテル大宮
　　　　　　さいたま市大宮区桜木町１-７-５　☎048-647-3300
３．会　費　鑑賞会　8,000円（図録代を含む）
　　　　　　懇親会　10,000円
　　　　　　宿　泊　シングル13,000円　ツイン23,000円
４．展示作品　刀剣30～35振　刀装・小道具10～15点
５．申し込み締め切り　４月10日
６．申し込み先　事務局・小島寛
　　　　　　　　〒367-0214 埼玉県本庄市児玉町小平34-２
　　　　　　　　☎0495-72-3942　FAX0495-72-5740


